
（関連記事１５ページに掲載）

おもっ笑まつりみのがふるさと

広 報

今月の主な内容

友好都市交流協定締結………

市役所の一部移転……………

議会だより……………………

まちコピ募集…………………

2
4
6

17http://www.city.mitoyo.lg.jp/
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三
豊
市
は
、
旧
町
時
代
か
ら
交

流
を
深
め
て
き
た
北
海
道
洞
爺
湖

町
、
大
韓
民
国
陜
川
郡
、
徳
島
県

美
波
町
と
、
そ
れ
ぞ
れ
友
好
都
市

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

ー
次
世
代
に
つ
な
が
る
交
流
を
願
っ
て
ー

を

締
結

友
好
都
市
交
流
協
定

友

好

の

き

ず

な

徳島県美波町

三豊市

大韓民国慶尚南道陜川郡

北海道洞爺湖町

北
海
道
洞
爺
湖
町

▲財田上・財田中小学校と洞爺小学校との
　姉妹都市少年交流事業

★

★
★

★

　
北
海
道
洞
爺
湖

町
は
、
平
成
１７
年

３
月
に
洞
爺
村
と

虻
田
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

町
で
す
。
北
海
道
南
西
部
の
支

笏
洞
爺
国
立
公
園
内
に
位
置

し
、
風
光
明
媚
な
町
と
し
て
知

ら
れ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ビ
ー

ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
農

産
物
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
気
候
は
比
較
的
温
暖
で
、

洞
爺
湖
温
泉
郷
と
し
て
四
季
を

通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
有
数
の
観
光
地
で
す
。
ま

た
、
来
年
は
主
要
先
進
国
の
首

脳
が
訪
れ
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
世

界
の
注
目
を
集
め
る
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
５０
年
に
、
洞
爺
村
と
財

田
町
と
の
間
で
開
拓
縁
故
に
よ
り
姉
妹
町
村
の
盟
約
を
結

び
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
、
三
豊
市
と
も
合
併
し
た
関
係
か
ら
、
友
好

交
流
協
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
7
月
1
日

に
開
催
さ
れ
る
洞
爺
産
業
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
締
結
す
る

こ
と
を
確
認
し
、
横
山
市
長
、
多
田
議
長
ほ
か
３
名
が
洞

爺
湖
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
、
洞
爺
湖
町
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
長
崎

町
長
、
篠
原
議
長
ほ
か
行
政
や
議
会
関
係
者
、
旧
洞
爺
村

の
関
係
者
な
ど
約
８０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
長
崎
町
長

は
「
今
後
各
分
野
で
交
流
を
深
め
、
さ
ら
に
太
い
き
ず
な

に
な
る
よ
う
に
願
い
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
横
山
市
長

は
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
交

流
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

を
す
る
な
ど
、
今
後
の
末
永

い
交
流
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。



7
13

7
21
徳
島
県
美
波
町

h
ttp
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徳
島
県

美
波
町
は
、

平
成
１８
年

に
日
和
佐
町
と
由
岐
町

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
人
口
約
８
千
９
百
人

の
町
で
す
。

　
昭
和
４３
年
に
、
日
和
佐
町
が
う
み
が
め
の

来
る
町
、
詫
間
町
が
浦
島
伝
説
の
伝
わ
る
町

と
し
て
姉
妹
町
の
盟
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。

以
来
３９
年
間
に
わ
た
り
、
日
和
佐
町
の
「
う

み
が
め
ま
つ
り
」
、詫
間
町
の
「
港
ま
つ
り
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、
産
業
、
文

化
、
教
育
な
ど
の
分
野
で
心
温
ま
る
交
流
が

続
け
ら
れ
、
太
い
き
ず
な
が
結
ば
れ

て
き
ま
し
た
。

　
７
月
２１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４４
回

日
和
佐
う
み
が
め
ま
つ
り
に
合
わ
せ

て
、
横
山
市
長
、
多
田
議
長
、
３
代

目
浦
島
太
郎
、
た
く
ま
花
大
使
ら
１４

名
が
美
波
町
を
訪
問
し
、
「
こ
れ
ま

で
の
交
流
の
足
跡
を
深
く
尊
重
し
、

こ
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
相

互
交
流
に
努
め
る
と
と
も
に
、
両
市

町
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
住
民
の
福

祉
を
願
い
、
将
来
に
わ
た
り
固
い
友

情
の
き
ず
な
を
継
承
し
て
い
く
」
と

し
た
友
好
都
市
提
携
の
盟
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
う
み
が
め
の
放
流
や
パ
レ
ー
ド

な
ど
、
う
み
が
め
ま
つ
り
の
行
事
に
参
加

し
、
お
互
い
に
将
来
に
向
か
っ
て
、
さ
ら
に

友
情
の
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

▲大耶文化祭での交流

　
大
韓
民
国
慶
尚
南
道
陜
川
郡

は
、
韓
国
南
部
に
位
置
し
、
人

口
約
６
万
人
の
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
、
農
業
を
主
産
業
と
す
る
地
域
で

す
。

　
陜
川
郡
と
は
、
平
成
６
年
に
農
業
視
察
団

が
高
瀬
町
を
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
８
年
に
高

瀬
町
と
友
好
協
定
を
締
結
し
、
中
学
生
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
は
じ
め
、
婦
人
会
交
流
、
空

射
矢
ま
つ
り
、
陜
川
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
へ
の

参
加
な
ど
、
行
政
、
文
化
、
経
済
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
交
流
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
友
好
交
流
都
市
協
定
の
締
結
の
た

め
、
高
瀬
空
射
矢
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
沈
 

義
祚
（
シ
ム
　
イ
ジ
ョ
）
郡
守
、
柳
 
道
載

（
ユ
　
ド
ジ
ェ
）
議
長
ら
１６
名
が
三
豊
市
を

訪
れ
、
友
好
の
証
し
と
し
て
互
い
の
市
旗
、

郡
旗
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
、
横
山
市
長
、
多
田
議
長
ほ
か

行
政
や
議
会
関
係
者
、
国
際
交
流
協
会
の
理

事
、
評
議
員
な
ど
約
５０
名
が
出
席
し
て
行
わ

れ
、「
両
市
郡
民
の

相
互
理
解
と
友
情

を
増
進
さ
せ
、
両

市
郡
の
繁
栄
と
友

好
関
係
の
発
展
に

寄
与
す
る
」
と
記

し
た
協
定
書
に
横

山
市
長
、
沈
郡
守
、

続
い
て
多
田
議
長
、

柳
議
長
が
そ
れ
ぞ

れ
署
名
し
、
固
い

握
手
を
交
わ
し
て

今
後
の
交
流
発
展

を
確
認
し
ま
し
た
。

大
韓
民
国

慶
尚
南
道
陜
川
郡

は
ぷ
　
　
ち
ょ
ん
　

ぐ
ん

h
ttp
://
w
w
w
.h
c
.g
o
.k
r/
ja
p
a
n
e
s
e
/

▲うみがめ祭り龍宮パレード

は
ぷ
ち
ょ
ん
ぐ
ん



市役所の一部の部署が　　 します
　市役所の一部の部署が下記のように移転します。
　なお、今後も年末年始に残りの部署（一部を除く）を移転します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

移転移転移転

4広報 2007年 8月

高瀬町農村環境改善センター
少年育成センター

豊中本庁舎 高瀬支所
〒７６９-１５９３　三豊市豊中町本山甲２０１番地１ 〒７６７-００１１　三豊市高瀬町下勝間２３７３番地

9月10日（月）から

9月3日（月）から

8月27日（月）から

FAX 73－3022

問い合わせ　総務課　☎６２－１１１１

▲

移転

移転

移転

移転

FAX 73－3022

（電話番号変更）



市営住宅の
三豊市は、次のとおり市営住宅の入居者を募集します。

申込ができる人（次の条件を全て備えている人）

① 市内に住所または勤務場所を有する人

② 同居の親族か、同居しようとする親族がいる人

　（婚姻の届け出はしていなくても、事実上婚姻関係と

　 同じ事情にある人や婚約者を含む）

③ 現に住宅に困窮していることが明らかな人

④ 市町村税等を滞納していない人

⑤ 世帯の月額所得が基準の範囲内であること。

⑥ 申込者または同居親族が暴力団員（「暴力団員による

　不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に

　規定する暴力団員をいう）でないこと。

必要書類

入居の決定

入居予定

◎ 申請書（住宅課・各支所事業課にあります）

◎ 住民票（本人および同居しようとする親族全員、続

　 柄が記載されたもの）

◎ 所得証明書（１５歳以上で学生を除く全員）

◎ 納税証明書または非課税証明書（１５歳以上で学生を

　 除く全員）

◎ 申立書　等

入居者選考委員会により決定されます。

９月上旬

申し込み期間・申し込み先

も し も の 時 に 備 え て

　入居希望者は、８月１日（水）から８月１５日（水）の午

前８時３０分から午後５時までに、必要書類を持って住

宅課または各支所事業課までお申し込みください。（土、

日は除く）なお、申し込み期間以外の受付はいたしませ

んので、ご注意ください。

（注）一定の条件を満たす場合、単身入居も可能です。

　　　詳しくは住宅課までお問い合わせください。

住宅名（所在）

神原団地（高瀬町下勝間）

西野団地（詫間町詫間）

莚打団地（豊中町岡本）

１階３ＤＫ（中層耐火３階建）

入居する人の所得に

応じて決定します

1

1

2

２階３ＤＫ（中層耐火３階建）

２ＤＫ（簡易耐火平屋建）

構　　造 使　　用　　料戸数

入居者募集

宝
く
じ
の
助
成
で
防
災
資
機
材
を
整
備

三
豊
市
建
設
業
協
会
が
安
全
・
防
災
訓
練

三
豊
市
消
防
団
新
入
団
員
の
訓
練

　三野町下高瀬新田地区の１１
自治会で組織する「地域防災
新街連合会」が、宝くじ事業
の一環として、（財）自治総合セ
ンターから助成金を受けて防
災資機材を整備しました。
　地区内の自治会が一丸とな
り自主的な地域防災活動を行
っている組織で、「自分たち
の地域は、自分たちで守る」
という意識のもと災害時に必
要な工具やヘルメット・担
架・投光器などを整備したも
のです。

　６月９日、高瀬町農村環境
改善センターで、新入団員の
訓練を行いました。この訓練
は団員の資質向上と各方面隊
間の統制を図ることを目的と
したものです。参加者３５名
は、三豊市消防団の組織体
制、団員としての任務・権
限・活動内容等の説明を受け
た後、三観広域北消防署職員
の指導のもと、停止時の基本
姿勢や隊列行進、消火器具の
取り扱い等の基礎訓練を行い
ました。

　６月２２日、三豊市建設業協
会の会員９６名が参加し高瀬町
佐股で防災訓練を行いまし
た。同協会と三豊市は昨年２
月に災害時における応急対策
業務の協定を結んでおり、災
害発生時に備えて本番さなが
らの訓練を実施。雨模様の
中、ショベルカーでの大型土
のう作製・築堤訓練や、スコ
ップを使った人力土のう作
製・土俵積み作業訓練を行っ
た後、土のうを各支所へ備蓄
用として運搬しました。

問い合わせ　住宅課　☎６２－１１３１

▲

公　

営　

住　

宅

広報2007年 8月5
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市 議 会 だ よ り市 議 会 だ よ り

市
議
会
だ
よ
り

総
務
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

定
例
会

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

三
豊
総
合
病
院
組
合
議
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会
視
察
研
修

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

2117

議
　
会
　
日
　
誌

議
会
中
継
休
止
の
お
知
ら
せ

月
6

月
7

日

22
日

25
日

26
日

27
日

28
日日

20
日

19
日

3
日

511
日

12
日

～

三豊市議会・議会広報委員会

〒７６９－１５９３　三豊市豊中町本山甲２０１－１　☎６２－１１３５

●三豊市議会だよりの発行・編集は ●

　
初
日
に
は
、
市
長
よ
り
５
月
２４
日

に
渇
水
対
策
本
部
を
設
置
し
、
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
、
本
庁
機
能
移
転

に
つ
い
て
は
８
月
末
よ
り
実
施
可
能

な
部
署
よ
り
移
転
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
１２
日
・
１３
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
１２
名
の
議
員
が
行

い
ま
し
た
。

　
各
議
案
・
補
正
予
算
の
細
部
に
わ

た
る
審
査
は
付
託
さ
れ
た
各
常
任
委

員
会
で
、
２１
日
に
総
務
委
員
会
と
建

設
経
済
委
員
会
、
２２
日
に
教
育
民
生

委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
２７
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の
委

員
会
に
付
託
し
て
い
た
審
議
結
果
に

つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
全
議
案
原

案
承
認
の
報
告
が
あ
り
、
１６
議
案
を

各
委
員
長
報
告
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
追
加
提
案
さ
れ
た
議
案
第
９６
号
「
平

成
１９
年
度
三
豊
市
一
般
会
計
補
正
予

算
」
に
つ
い
て
は
、
渇
水
対
策
費
・

予
備
費
を
基
金
か
ら
充
当
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
委
員
会
審
議
を
省

略
し
、
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
９７
号
・
９８
号
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

・
藤
川
和
子
氏
（
山
本
町
大
野
）

・
片
桐
憲
昭
氏
（
山
本
町
辻
）

　
議
案
第
９９
号
・
１
０
０
号
財
産
区

管
理
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

〔
山
本
町
辻
財
産
区
管
理
委
員
〕

・
原
　
璋
夫
氏

〔
三
野
町
大
見
財
産
区
管
理
委
員
〕

・
宝
城
　
明
氏

・
岩
田
秀
樹
氏

・
藤
田
公
正
氏

・
藤
田
武
徳
氏

・
斉
藤
満
徳
氏

・
坪
内
啓
三
氏

・
横
田
美
智
子
氏

〔
三
野
町
下
高
瀬
財
産
区
管
理
委
員
〕

・
真
鍋
　
勝
氏

・
綾
　
武
幸
氏

・
新
庄
一
博
氏

・
前
川
綾
子
氏

・
島
田
　
清
氏

・
嶋
田
　
勲
氏

・
綾
　
正
夫
氏

平
成
十
九
年
 
第
二
回
 
三
豊
市
議
会
定
例
会

　

平
成
１９
年
第
２
回
三
豊
市
議

会
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら

２７
日
ま
で
の
２０
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。　
　

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
平

成
１９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

特
別
会
計
補
正
予
算
３
件
、
三

豊
市
文
書
館
条
例
な
ど
１０
件
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
購
入
２
件

に
つ
い
て
の
審
議
を
各
常
任
委

員
会
で
行
い
、
渇
水
対
策
に
伴

う
補
正
予
算
の
追
加
議
案
１
件

を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
で
は
、
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
及
び
財
産

区
管
理
委
員
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

三豊市コミュニティバス

　
高
瀬
庁
舎
へ
の
本
庁
機
能
移
転
に

伴
う
調
整
の
た
め
、
９
月
定
例
会
・

１２
月
定
例
会
の
支
所
で
の
議
会
中
継

は
休
止
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
・
１２
月
定
例
会
を
傍
聴
さ
れ

る
方
は
、
高
瀬
庁
舎
「
議
場
」
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。
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議決の結果付託委員会議案番号 案　　　　　　件

原案承認（全会一致）

原案承認（賛成多数）

原案承認（全会一致）

原案承認（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

同　　意（全会一致）

同　　意（全会一致）

同　　意（全会一致）

同　　意（全会一致）

三 豊 市 文 書 館 条 例

三 豊 市 本 山 駅 前 駐 輪 場 条 例

三 豊 市 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 運 行 条 例

三 豊 市 地 域 福 祉 計 画 策 定 委 員 会 設 置 条 例

区域外における公 の 施設 の 設置に関する協議について

動 産 の 買 入 れ に つ い て

動 産 の 買 入 れ に つ い て

平 成 19年 度 三 豊 市 一 般 会 計 補 正 予 算（ 第 2号 ）

平成19年度三豊市老人保健事業特別会計補正予算（第1号）

平 成 19年 度 三 豊 市 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算（ 第 1号 ）

平 成 19年 度 三 豊 市 病 院 事 業 会 計 補 正 予 算（ 第 1号 ）

平 成 19年 度 三 豊 市 一 般 会 計 補 正 予 算（ 第 3号 ）

人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い て

人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い て

財産区管理委員の選任同意について（山本町辻財産区）

財産区管理委員の選任同意について（三野町大見財産区及び下高瀬財産区）

総 　 　 　 務

総 　 　 　 務

教 育 民 生

総 　 　 　 務

総 　 　 　 務

総 　 　 　 務

総 　 　 　 務

教 育 民 生

総 　 　 　 務

総 　 　 　 務

総 　 　 　 務

総 　 　 　 務

教 育 民 生

建 設 経 済

教 育 民 生

平成１９年第２回三豊市議会定例会　審議結果
議決年月日　平成１９年６月２７日

専決処分の承認を求めることについて

（三豊市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて

（三豊市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて

（平成19年度三豊市一般会計補正予算（第1号））

専決処分の承認を求めることについて

（三豊市特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例の一部を改正する条例）

三豊市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例

総務・建設経済・
教育民生（関係
部分）
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市政に対する一般質問
　６月定例会の一般質問は、６月１２日・１３日の２日間行われ市政全般にわ

たる諸問題について１２人の議員が質問しました。

市政に対する一般質問

　
　
　
合
併
前
の
各
旧
町
か
ら
新

市
に
引
き
継
ぐ
事
業
の
内
、
継
続

事
業
の
経
過
・
進
捗
状
況
ま
た
、

平
成
１９
年
度
に
継
続
中
の
事
業
は

各
町
別
に
何
件
あ
る
の
か
。

　
　
　
旧
町
か
ら
三
豊
市
へ
の
土

木
・
農
林
水
産
業
の
引
き
継
ぎ
に

つ
い
て
は
、
現
在
行
政
改
革
の
中

で
あ
る
が
、
必
要
性
・
緊
急
性
を

見
極
め
て
今
後
と
も
計
画
的
に
実

施
し
、
要
望
箇
所
で
地
元
対
策
の

継
続
中
の
箇
所
は
、
早
期
に
地
元

調
整
し
計
画
的
に
実
施
し
た
い
。

尚
、
県
に
お
い
て
は
予
算
措
置
が

極
め
て
厳
し
い
状
態
に
あ
り
、
継

続
事
業
は
完
了
年
度
が
流
動
的
だ

が
、
い
ず
れ
も
ご
指
摘
の
よ
う
に

重
要
事
業
な
の
で
、
県
へ
の
要
望

を
引
き
続
き
精
力
的
に
続
け
た
い
。

　
　
　
未
着
手
事
業
の
早
期
完
成

に
向
け
て
の
姿
勢
を
問
う
。

　
　
　
現
予
算
の
執
行
に
あ
た
り
、

緊
急
性
・
必
要
性
を
精
査
し
、
執

行
状
況
に
よ
り
必
要
な
場
合
に
つ

い
て
は
対
策
を
検
討
し
、
９
月
補

正
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。
今
後

と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
自
主
財
源
比
率
３９
・
１
％

は
、
他
市
に
比
べ
低
過
ぎ
る
。
企

業
誘
致
、
定
住
人
口
の
増
加
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
県
内
８
市
中
７
番
目
で
満

足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
県
産

業
集
積
推
進
室
と
も
連
携
を
図
り
、

地
場
産
業
の
活
性
化
や
企
業
誘
致

を
、
専
任
職
員
を
配
置
し
て
積
極

的
に
進
め
た
い
。

　
　
　
「
フ
ル
ー
ツ
王
国
み
と
よ
」

の
業
務
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
と

一
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
手
段

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。
ま

た
、
来
年
の
サ
ミ
ッ
ト
に
三
豊
産

の
食
材
を
提
供
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
三
豊
市
に
お
い
て
生
産
さ

れ
て
い
る
優
良
な
農
産
物
を
素
材

と
し
て
、
知
名
度
の
向
上
・
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。
サ
ミ

ッ
ト
の
提
言
も
挑
戦
し
て
み
た
い
。

　
　
　
三
豊
市
の
教
育
行
政
に
つ

い
て
、
新
教
育
長
に
伺
い
た
い
。

　
　
　
市
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
人
と
地
域
が
ふ
れ
あ
い
、
人
と

文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
盤
に
お
い
て
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
現
在
稼
働
中
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
最
終
処
分
場
周
辺
の

雨
水
の
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　
　
最
終
処
分
場
内
に
降
っ
た

雨
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
側
溝
で

雨
水
を
受
け
、
一
カ
所
に
集
水
し

適
正
に
処
理
す
る
が
、
地
元
の
皆

さ
ま
と
の
協
議
な
し
に
は
結
論
は

出
せ
な
い
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
　
焼
却
灰
の
持
ち
出
し
が
宙

に
浮
い
て
い
る
件
に
つ
い
て
。

　
　
　
速
や
か
に
対
応
す
る
よ
う

予
算
措
置
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
修

繕
費
や
維
持
管
理
に
つ
い
て
。

　
　
　
施
設
の
責
任
者
と
し
て
、

周
辺
住
民
の
安
心
・
安
全
を
第
一

義
に
考
え
た
運
営
を
や
っ
て
い
く
。

　
　
　
三
豊
市
が
提
案
し
て
い
る

バ
イ
オ
ガ
ス
化
方
式
に
つ
い
て
。

　
　
　
ス
イ
ス
等
で
実
用
化
さ
れ

て
お
り
、
京
都
で
も
実
用
化
の
方

向
で
技
術
的
に
は
問
題
は
な
い
が
、

運
営
面
で
検
討
を
要
す
る
問
題
が

あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
他
に
渇
水
対
策
に
つ
い
て
も
質

問
し
た
。

　
　
　
三
観
広
域
に
お
い
て
三
豊

市
は
、
１
市
９
町
時
代
に
決
め
た

全
溶
融
炉
方
式
か
ら
建
設
費
及
び

処
理
運
転
経
費
の
少
な
い
バ
イ
オ

ガ
ス
燃
料
化
方
式
を
選
択
し
た
わ

け
だ
が
、
今
後
全
溶
融
炉
方
式
を

選
択
し
な
い
限
り
、
ゴ
ミ
の
分
別

収
集
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旧
町
間
の
収
集
格
差
が
あ
る
が
、

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

　
　
　
分
別
収
集
体
制
は
、
合
併

前
の
旧
７
町
時
代
の
状
態
を
引
き

継
い
で
実
施
し
て
お
り
、
ゴ
ミ
に

対
す
る
取
り
扱
い
方
法
に
違
い
が

あ
る
。
平
成
２０
年
度
か
ら
統
一
を

予
定
し
て
い
る
。
家
庭
ゴ
ミ
の
新

分
別
基
準
に
つ
い
て
は
、
本
年
１０

月
頃
ま
で
に
作
成
し
た
い
。

　
　
　
特
に
集
積
場
回
収
は
、
自

治
会
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
報
奨
金
は
自

治
会
に
支
払
う
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
ゴ
ミ
の
有
料
化
で
得
た
代

金
の
一
部
は
、
自
治
会
に
何
ら
か

の
形
で
還
元
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

横
山
　
強
議
員

旧
町
か
ら
三
豊
市
へ
の
土
木
・

農
林
水
産
事
業
の
引
継
ぎ
は

川
　
秀
男
　議
員

自
主
財
源
確
保
、
フ
ル
ー
ツ
王

国
及
び
新
教
育
長
の
教
育
行
政

山
本
　
明
議
員

現
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と

　
　
　
バ
イ
オ
ガ
ス
に
つ
い
て

藤
田
公
正
議
員

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
原
則
無
料

で
既
に
取
り
組
み
に
動
い
て
い
る

市
も
あ
る
が
。

　
　
　
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
十
分

応
え
る
よ
う
な
、
総
合
的
放
課
後

対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
本
庁
機
能
移
転
に
よ
る
高

瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
改

修
に
つ
い
て
、
市
民
に
は
厳
し
い

改
革
の
協
力
を
求
め
て
い
る
今
、

遊
休
施
設
の
活
用
で
、
庁
舎
問
題

は
乗
り
越
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
一
つ
の
案
と
し
て
検
討
中
。

市
役
所
前
の
施
設
と
し
て
、
今
後

を
見
据
え
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。

　
　
　
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

議
論
に
市
民
も
参
加
い
た
だ
く
べ

き
。
厳
し
い
改
革
が
進
む
中
、
善

通
寺
市
の
よ
う
に
捨
て
る
物
に
お

金
を
か
け
な
い
方
策
を
、
市
民
と

協
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
ゴ
ミ
は
資
源
と
考
え
、
新

し
い
理
念
を
掲
げ
、
高
い
志
を
持

っ
て
時
代
や
地
球
に
貢
献
し
た
い
。

　
　
　
市
内
に
現
存
す
る
ア
ナ
ロ

グ
回
線
の
防
災
行
政
無
線
に
は
こ

だ
わ
ら
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
超
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
た
「
戸
別
行

政
放
送
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で

の
難
視
聴
対
策
」
で
あ
る
と
か
、

「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
」
へ
向
け

て
の
、
三
豊
市
一
円
の
「
光
フ
ァ

イ
バ
ー
通
信
網
整
備
」
に
取
り
組

ん
で
、
そ
の
徹
底
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
等

の
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
民
間
事
業
者
に
積
極
的
な

投
資
を
要
請
し
て
い
る
。
防
災
行

政
無
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
住

民
皆
さ
ま
の
安
全
確
保
を
中
心
と

し
た
最
適
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
、

議
会
の
特
別
委
員
会
に
も
提
案
を

し
て
ご
審
議
い
た
だ
い
て
い
る
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
対

策
に
つ
い
て
は
、
大
麻
山
の
「
西

讃
岐
テ
レ
ビ
中
継
局
」
か
ら
の
電

波
受
信
可
能
地
域
の
調
査
結
果
を

見
極
め
た
上
で
、
適
切
な
国
庫
補

助
事
業
で
の
対
応
を
図
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
三
豊
市
が
作
成
し
た
「
防

災
マ
ッ
プ
」
に
あ
る
７３
カ
所
の
緊

急
避
難
所
へ
の
毛
布
・
飲
料
水
・

食
糧
の
備
蓄
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
三
豊
市
に
は
、
高
瀬
・
山

本
・
仁
尾
の
３
カ
所
に
防
災
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
飲
料
水
や
乾
燥
米

飯
等
の
食
糧
、
毛
布
や
紙
お
む
つ

等
の
生
活
必
需
品
が
備
蓄
さ
れ
て

い
る
。
災
害
時
の
緊
急
物
資
等
の

備
蓄
・
調
達
に
つ
い
て
は
、
自
助
・

共
助
の
考
え
に
基
づ
き
、
住
民
は

三
日
分
以
上
の
物
資
を
備
蓄
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
公
的
備
蓄
の

役
割
と
し
て
は
、
災
害
時
の
応
急

対
策
要
員
用
物
資
・
住
民
で
は
備

蓄
し
に
く
い
物
資
・
災
害
時
要
援

護
者
の
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資

を
備
蓄
す
る
。
要
す
る
に
「
自
ら

の
身
の
安
全
は
自
ら
が
守
る
」
と

い
う
防
災
の
基
本
的
な
考
え
か
ら
、

避
難
所
へ
の
備
蓄
は
考
え
て
い
な

い
。
た
だ
、
市
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
、
一

気
に
と
は
い
か
な
い
が
、
今
後
は

予
算
面
も
考
慮
し
順
次
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
　
　
国
民
年
金
は
、
平
成
１２
年

以
降
、
地
方
自
治
体
か
ら
社
会
保

険
庁
に
移
管
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
旧
町
時
代
の
国
民
年
金
台
帳
の

保
存
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
機
関
事
務
が
市
町
村
か
ら

社
会
保
険
事
務
所
へ
移
管
さ
れ
、

台
帳
の
保
管
の
必
要
性
が
な
く
な

っ
た
が
、
三
豊
市
で
は
旧
豊
中
町

を
除
く
６
町
は
、
現
在
も
各
支
所

で
保
管
し
て
い
る
。

　
　
　
国
県
よ
り
災
害
時
優
先
電

話
の
設
置
を
指
導
さ
れ
て
い
る
が
、

三
豊
市
で
の
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
電
話
１
０
１
回
線
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
４
回
線
加
入
し
て
い
る
が
、

今
後
本
庁
機
能
移
転
の
中
で
よ
り

実
用
的
・
機
能
的
な
加
入
を
考
え

て
い
る
。

　
　
　
市
内
小
中
学
校
の
給
食
費

の
未
納
件
数
と
総
額
、
保
育
料
の

未
納
件
数
と
総
額
を
伺
う
。

　
　
　
給
食
費
の
未
納
は
、
中
学

校
２
校
１５
名
３１
万
３，
６
５
３
円
、

小
学
校
２
校
６
名
２
万
２，
８
０
０

円
、
保
育
料
の
未
納
は
２
件
２７
万

９，
０
０
０
円
で
あ
る
。

　
　
　
市
税
の
収
入
未
済
額
と
不

能
欠
損
額
の
減
少
対
策
の
進
捗
状

況
と
、
税
務
課
職
員
増
員
等
組
織

編
成
を
見
直
す
べ
き
で
な
い
の
か
。

　
　
　
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
率
は

県
下
的
に
み
て
上
位
に
あ
る
も
、

そ
の
対
処
方
針
は
負
担
に
耐
え
得

る
方
の
逃
げ
得
は
絶
対
に
許
さ
な

い
方
針
。
ま
た
、
不
能
欠
損
額
は

国
保
を
含
め
１９
年
度
は
４
９
２
件

で
２，
５
０
０
万
円
余
り
で
前
年
比

８
４
０
万
円
減
少
し
て
い
る
。
引

続
き
納
税
意
識
を
高
め
る
と
共
に
、

三
観
広
域
行
政
組
合
・
県
の
滞
納

整
理
機
構
と
合
同
で
滞
納
整
理
班

を
設
置
し
、
徴
収
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
人
数
体
制
の
点
は
内
部
で

十
分
検
討
を
重
ね
て
、
徴
収
体
制

を
整
え
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
　
　
関
心
の
高
い
税
制
改
正
で

は
住
民
税
が
大
幅
増
と
な
り
、
広

報
で
も
説
明
は
あ
る
が
、
内
容
は

高
齢
者
に
は
難
解
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
専
門
用
語
を
平
易
に
説
明

し
、
全
市
へ
有
線
等
で
放
送
し
、

で
き
る
限
り
噛
み
砕
い
た
形
で
報

告
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

大
平
敏
弘
議
員

時
代
の
動
き
に
対
し
、
速
や
か

な
行
政
の
現
実
的
な
対
応
を

小
林
照
武
議
員

三
豊
市
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー

　
　
通
信
網
の
整
備
に
つ
い
て

為
広
員
史
議
員

緊
急
避
難
所
へ
の
毛
布
・
飲
料

水
・
食
糧
の
備
蓄
に
つ
い
て

鴨
田
　
偕
議
員

旧
町
の
国
民
年
金
台
帳
の
保
存

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

藤
田
芳
広
議
員

市
税
の
収
納
状
況
等
に
つ
い
て
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岩
田
秀
樹
議
員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
十
分

な
説
明
と
減
免
制
度
の
実
現
を

瀧
本
文
子
議
員

少
子
化
対
策
・
学
童
保
育
事
業
・

多
重
債
務
者
の
救
援
策

三
木
秀
樹
議
員

医
療
制
度
創
設
の
実
施
、
期
日

前
投
票
等
は
住
民
の
立
場
で

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

７５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
全
員
加
入

し
、
来
年
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
す

る
制
度
で
、
対
象
者
は
１
万
５
９

１
名
で
総
人
口
の
１５
％
で
あ
る
。

国
保
で
は
、
保
険
料
の
減
免
制
度

な
ど
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
制
度
は
ど
う
な
る
の

か
。

　
　
　
運
営
主
体
を
全
て
の
市
・

町
の
広
域
連
合
と
し
て
い
る
。
保

険
料
は
夏
く
ら
い
に
国
よ
り
提
示

が
あ
り
、
１１
月
の
広
域
連
合
議
会

で
決
定
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

に
つ
い
て
、
様
々
な
処
理
方
法
の

比
較
検
討
を
、
公
開
で
行
う
べ
き

で
あ
る
。
費
用
対
効
果
は
重
視
す

る
が
、
経
済
性
を
最
優
先
し
な
い
。

代
替
地
は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
三
観
広
域
で
論
議
を
し
、

ベ
タ
ー
な
も
の
は
何
か
、
巨
大
事

業
に
対
し
て
徹
底
検
証
が
必
要
。

土
地
は
政
治
的
テ
ー
マ
で
あ
り
、

三
観
広
域
議
会
で
の
論
議
を
優
先

す
る
。

　
　
　
「
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
の
進
捗
状
況
と
”
子
育
て

に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
“
に
本
気

で
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
計
画
見
直
し
の
中
で
、
数

値
目
標
・
協
議
会
設
置
等
充
実
を

図
る
。
本
年
度
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
（
子
ど
も

の
送
迎
・
一
時
預
か
り
な
ど
地
域

助
け
あ
い
事
業
）
を
計
画
中
。

　
　
　
学
童
保
育
は
子
ど
も
た
ち

の
大
切
な
生
活
の
場
に
な
っ
て
い

る
。
条
件
整
備
の
充
実
・
保
護
者

負
担
の
軽
減
・
障
害
児
受
け
入
れ

体
制
の
充
実
・
指
導
員
の
待
遇
の

改
善
を
要
望
す
る
。
市
単
独
補
助

金
の
検
討
を
。

　
　
　
今
後
、
話
し
合
い
の
中
で

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
多
重
債
務
者
の
救
援
対
策

で
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
。

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
・
西
讃

県
民
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
の
活

用
。
市
の
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
啓
発
を
十
分
に
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
国
保
等
の

「
医
療
保
険
」
と
は
別
に
、
来
年

４
月
か
ら
創
設
さ
れ
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
は
、
７５
歳
以
上
の

全
て
の
人
が
対
象
で
、
国
保
・
社

保
の
扶
養
者
も
新
た
に
そ
の
「
保

険
料
」
を
払
う
の
か
。
そ
の
額
は
。

　
　
　
そ
う
で
す
。
７５
歳
到
達
に

よ
り
保
険
料
を
納
め
て
も
ら
い
ま

す
。
そ
の
額
は
推
定
で
、
平
均
月

額
６，
２
０
０
円
で
す
。

　
　
　
こ
の
医
療
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
基
本
検
診
・
健
康
診
断
は

こ
れ
ま
で
と
違
い
、
国
保
の
加
入

者
の
み
従
来
通
り
の
検
診
が
受
け

ら
れ
る
と
聞
く
。
検
診
者
が
減
少

す
れ
ば
、
自
己
負
担
の
受
診
料
が

増
え
る
事
に
な
る
の
で
な
い
か
。

　
　
　
今
ま
で
実
施
し
て
き
た
４０

歳
以
上
す
べ
て
対
象
の
基
本
検
診

は
無
く
な
り
、
国
保
加
入
者
の
み

と
な
り
ま
す
。
受
診
者
負
担
金
問

題
は
検
討
中
で
す
。

※
他
に
、「
市
の
期
日
前
投
票
の
在

り
方
」「
各
町
ご
み
収
集
不
統
一
の

対
処
と
ま
ち
づ
く
り
」「
消
え
た
年

金
の
対
処
」
を
質
問
。

　

　
去
る
６
月
２１
日
開
催
の
総
務
常

任
委
員
会
に
は
、
１１
の
案
件
が
付

託
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
審
議
内
容

を
挙
げ
る
と
、
三
豊
市
文
書
館
条

例
で
は
、
旧
山
本
庁
舎
の
耐
震
診

断
は
来
年
度
予
算
で
考
え
て
い
る
。

必
要
な
場
合
に
は
、
耐
震
工
事
も

視
野
に
入
れ
た
い
。
三
豊
市
本
山

駅
前
駐
輪
場
条
例
で
は
、
駐
輪
代

は
無
料
、
収
容
台
数
は
１
２
０
台

程
度
、
清
掃
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

期
待
し
て
い
る
。
７
日
以
上
の
放

置
自
転
車
は
処
分
対
象
と
な
る
が
、

一
定
期
間
以
内
で
の
引
き
取
り
の

場
合
は
、
手
数
料
千
円
で
引
き
渡

す
。
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
２
台

購
入
で
は
、
今
回
は
試
み
だ
が
、

結
果
が
よ
け
れ
ば
導
入
す
る
方
向

で
検
討
し
た
い
。
本
庁
機
能
移
転

関
係
の
予
算
で
は
、
当
初
の
説
明

よ
り
も
大
幅
な
増
額
補
正
と
な
っ

た
の
は
、
大
ま
か
な
数
字
で
は
な

く
設
計
等
の
コ
ン
サ
ル
を
入
れ
て

詳
細
見
積
り
し
た
結
果
で
あ
る
等
、

全
付
託
案
件
審
査
の
結
果
、
一
部

反
対
討
論
は
あ
っ
た
も
の
の
、
１１

議
案
と
も
全
会
一
致
ま
た
は
、
賛

成
多
数
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

一

般

質

問
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６
月
２１
日
開
催
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、
２
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。

　
平
成
１９
年
度
三
豊
市
一
般
会
計

補
正
予
算
中
の
関
係
部
分
の
審
査

過
程
に
お
い
て
、
委
員
よ
り
フ
ル

ー
ツ
王
国
関
係
の
委
託
料
の
具
体

的
な
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
等
の
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
て
執
行
部
か
ら
は
、
三
豊
市
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

く
上
で
の
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
作
成
経
費
で
あ

る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
平
成
１９
年
度
三
豊
市
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
の
審
査
過

程
に
お
い
て
は
、
ペ
ー
ハ
ー
調
整

に
つ
い
て
、
も
っ
と
安
価
に
で
き

る
方
法
は
な
い
の
か
等
の
質
問
が

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
執
行
部
か

ら
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考

慮
し
て
脱
炭
酸
棟
の
処
理
方
式
を

採
用
し
た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
議
案
審
査
の
経

過
概
要
に
よ
り
、
当
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
２
議
案
は
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
５
議

案
が
付
託
さ
れ
審
議
し
た
。
　

　
三
豊
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
設
置
条
例
に
つ
い
て
、
委
員

会
の
公
表
を
確
認
し
、
可
決
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も

の
は
、
高
瀬
南
部
保
育
所
の
施
設

改
修
費
及
び
当
初
予
算
で
は
確
定

で
き
な
か
っ
た
借
上
料
等
で
あ
り
、

必
要
性
や
積
算
の
根
拠
を
確
認
し
、

可
決
し
た
。

　
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
は
、
確
定
し
た
昨
年
度
の
国

庫
負
担
金
と
、
そ
れ
に
伴
う
過
年

度
精
算
金
を
補
正
す
る
も
の
で
あ

り
、
可
決
し
た
。

　
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
で
は
、

永
康
病
院
の
駐
車
場
等
の
整
備
費

が
計
上
さ
れ
た
。
市
道
整
備
と
の

整
合
性
や
整
備
計
画
を
確
認
し
、

残
土
処
理
を
は
じ
め
と
す
る
無
駄

の
な
い
工
事
と
、
来
院
者
へ
の
安

全
面
の
配
慮
を
要
望
し
、
可
決
し

た
。

　
こ
の
他
、
専
決
処
分
を
１
件
承

認
し
た
。

　
行
財
政
改
革
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
審
議
内
容

は
、
行
政
改
革
大
綱
を
補
完
す
る

三
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
す
な
わ
ち

「
中
期
財
政
計
画
」
、「
総
人
件
費

削
減
に
関
す
る
方
針
」
、「
補
助
金

等
の
整
理
合
理
化
・
優
遇
措
置
の

見
直
し
に
関
す
る
指
針
」
に
加
え
、

「
組
織
・
機
構
の
見
直
し
」
に
つ
い

て
市
長
に
提
言
し
た
。
た
だ
、
補

助
金
の
一
律
削
減
、
５
年
間
の
職

員
不
採
用
と
有
資
格
者
の
確
保
の

方
策
、
組
織
・
機
構
の
統
廃
合
の

方
針
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
疑

問
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

と
平
行
し
、
本
市
の
将
来
を
展
望

し
て
、
主
に
、
指
定
管
理
者
制
度

（
公
設
民
営
）
の
問
題
点
、
公
共

施
設
の
耐
震
対
策
、
幼
稚
園
・
保

育
所
の
統
廃
合
と
跡
地
対
策
、
病

院
経
営
と
福
祉
施
設
の
今
後
の
対

応
、
遊
休
施
設
の
活
用
方
法
等
に

つ
い
て
、
早
期
に
方
向
付
け
を
他

の
委
員
会
と
も
連
携
し
つ
つ
審
議

す
る
。

　
防
災
行
政
無
線
整
備
方
針
検
討

経
緯
に
つ
い
て
は
、
平
成
１８
年
９

月
２９
日
に
当
委
員
会
で
三
つ
の
整

備
方
法
が
提
案
さ
れ
、
１１
月
の
委

員
会
で
検
討
し
た
結
果
、
ア
ナ
ロ

グ
・
デ
ジ
タ
ル
併
用
方
式
は
、
事

業
費
が
約
１６
億
円
と
大
き
い
こ
と
、

ま
た
デ
ジ
タ
ル
方
式
は
、
現
在
の

放
送
設
備
を
全
て
破
棄
す
る
こ
と

に
な
る
こ
と
か
ら
、
時
間
を
か
け

て
広
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
今
後
の
取
組
み
と
し
て
は
、
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
、
エ

リ
ア
ト
ー
ク
の
選
択
が
あ
る
中
で
、

Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
は
、
コ
ス
ト
の
削
減
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
に
対
応

し
、
災
害
時
親
局
を
持
ち
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
エ
リ
ア
ト
ー

ク
は
、
送
信
出
力
が
大
き
く
ア
ナ

ロ
グ
波
の
簡
易
無
線
で
あ
り
、
戸

別
受
信
機
は
防
災
行
政
無
線
と
同

等
の
機
能
が
あ
り
、
旧
町
エ
リ
ア

で
同
時
間
に
異
な
っ
た
放
送
が
可

能
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
問
題

が
あ
り
、
他
の
整
備
方
法
に
つ
い

て
も
比
較
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
、

継
続
審
議
中
で
あ
る
。

　
７
月
１
日
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
５
路
線
が
運
行
を
開
始
。

　
当
特
別
委
員
会
で
は
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
運
行
路
線
、
配
車
等
、

執
行
部
か
ら
の
提
案
や
報
告
を
受

け
、
約
１
年
間
検
討
を
し
て
き
た
。

　
今
後
は
、
残
る
路
線
の
９
月
１

日
か
ら
の
運
行
開
始
を
見
守
り
、

そ
の
後
の
乗
車
実
績
や
要
望
等
を

反
映
さ
せ
た
見
直
し
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
あ
り
、
路
線
の
維
持
基
準
を

守
り
つ
つ
、
市
民
の
足
と
し
て
育

つ
よ
う
、
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾

け
、
執
行
部
と
と
も
に
議
論
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
の
出
店
に
関

し
て
は
、
激
増
が
予
想
さ
れ
る
交

通
量
対
策
と
し
て
の
市
道
整
備
の

進
捗
状
況
や
、
店
舗
計
画
の
概
要
、

地
元
雇
用
等
の
説
明
を
受
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
地
元

関
係
者
や
事
業
者
へ
の
説
明
会
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、具
体
化
し
て
い

く
中
で
、
委
員
会
と
し
て
も
意
見

を
伝
え
て
い
き
た
い
。

委
員
会
の
動
き

広報2007年8月11

市
議
会
だ
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
の
出
店

ま
ち
づ
く
り
調
査

　
　
　
　
特
別
委
員
会

防
災
対
策
調
査

　
　
　
　
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
調
査

　
　
　
　
特
別
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会
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平
成
２０
年
度
か
ら

市
県
民
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
　
廃
止
に
な
り
ま
す

浄
化
槽
設
置
補
助
の
申
請
は
お
早
め
に

 
 

　
平
成
１９
年
３
月
定
例
市
議
会
で
、
市
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
市
県
民
税
は
平
成
２０

年
度
分
か
ら
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
前
納
報
奨
金
制
度
と
は
、
税
収
の
早
期
確

保
や
自
主
納
税
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、

第
１
期
分
の
納
期
内
に
そ
の
年
度
の
税
額
の

全
額
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
、
３
万

円
を
限
度
に
納
付
額
に
応
じ
た
報
奨
金
を
交

付
す
る
制
度
で
す
。

 
改
正
の
主
な
理
由

1
 
口
座
振
替
制
度
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、

　
　
納
税
意
識
の
向
上
や
税
収
の
早
期
確
保

　
　
と
い
っ
た
制
度
の
一
定
の
目
的
が
達
成

　
　
さ
れ
た
と
い
え
る
こ
と
。

2
 
前
納
報
奨
金
制
度
を
利
用
で
き
る
の
が

　
　
全
期
前
納
で
き
る
人
に
限
ら
れ
、
特
別

　
　
徴
収
（
給
与
天
引
）
に
よ
り
市
県
民
税

　
　
を
納
税
さ
れ
て
い
る
人
は
、
特
別
徴
収

　
　
の
制
度
上
、
前
納
報
奨
金
制
度
を
利
用

　
　
で
き
な
い
等
、
市
県
民
税
を
納
税
し
て

　
　
い
た
だ
く
人
の
う
ち
半
数
以
上
の
人
が

　
　
前
納
報
奨
金
制
度
を
利
用
で
き
な
い
と

　
　
い
う
不
公
平
の
是
正
の
た
め
。

　
厳
し
い
財
源
の
中
で
、
県
内
の
他
市
が
次

々
と
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る
中
、
三

豊
市
は
前
納
報
奨
金
制
度
の
存
続
に
努
め
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
２０
年
度
か
ら
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
前
納
報
奨
金
の
廃
止
に
よ
り
生
じ
る
財
源

を
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
活
用
し
ま
す
の
で
、
税
負
担
の

公
平
性
と
財
源
確
保
の
た
め
と
ご
理
解
い
た

だ
き
、
今
後
と
も
市
税
の
納
期
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
全
期
前
納
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
に
よ
る
全
期
前
納
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
で
、「
全

期
前
納
」
か
ら
「
期
別
」
へ
の
変
更
を
ご
希

望
の
人
は
、
三
豊
市
税
口
座
振
替
取
扱
金
融

機
関
（
香
川
県
農
業
協
同
組
合
・
百
十
四
銀

行
・
香
川
銀
行
・
観
音
寺
信
用
金
庫
・
中
国

銀
行
・
四
国
労
働
金
庫
・
香
川
県
信
用
漁
業

組
合
連
合
会
・
日
本
郵
政
公
社（
郵
便
局
））の

窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
の
際
に

は
、
口
座
の
届
出
を
さ
れ
た
印
鑑
と
、
口
座

を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
変
更
さ
れ
る
通
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
県
内
各
自
治
体
の
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃

止
時
期
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
　
☎
６２
・
１
１
１
４

　
三
豊
市
は
、
水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
生
活
排
水
を
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化

槽
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
設
置

を
計
画
し
て
い
る
人
は
、
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
（
市
設
置
型
）

　
　
市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
、
維
持
管
理
し
ま
す
。

　
　
申
請
時
に
分
担
金
、
毎
月
使
用
料
が
必

　
要
で
す
。

　
　
高
瀬
町
・
三
野
町
の
一
部
（
詳
細
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
　
平
成
２０
年
度
か
ら
浄
化
槽
整
備
を
浄
化

　
槽
設
置
整
備
事
業
（
個
人
設
置
型
）
に
統

　
一
す
る
た
め
、
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

　
（
市
設
置
型
）
の
新
規
設
置
は
、
本
年
度

　
限
り
と
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
（
個
人
設
置
型
）

　
　
個
人
が
浄
化
槽
を
設
置
し
、
維
持
管
理

　
し
ま
す
。

　
　
浄
化
槽
の
人
槽
に
応
じ
て
補
助
金
を
交

　
付
し
ま
す
。

　
　
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
（
市
設
置
型
）

　
区
域
と
集
落
排
水
事
業
区
域
を
除
く
区
域

（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
平
成
１９
年
１１
月
２０
日
（
火
）

（
平
成
２０
年
２
月
末
ま
で
に
浄
化
槽
を
設
置

　
で
き
る
も
の
に
限
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
水
処
理
課
　
☎
７２
・
５
６
６
７

平
成
１７
年
度
か
ら

平
成
１８
年
度
か
ら

平
成
１３
年
度
か
ら

平
成
１４
年
度
か
ら

平
成
８
年
度
か
ら

平
成
１９
年
度
か
ら

平
成
１８
年
度
か
ら

市
県
民
税
前
納
報
奨
金
廃
止
時
期

自
治
体
名

高
松
市

新
高
松
市

丸
亀
市

坂
出
市

善
通
寺
市

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

設
置
管
理

設
置
管
理

補
助
金

対
象
区
域

対
象
区
域

申
請
の
締
め
切
り

事
業
中
止

分
担
金
・
使
用
料

！

平
成
１６
年
度
か
ら

（
旧
大
野
原
町
・
旧
豊
浜
町
は
１８
年
度
か
ら
）

観
音
寺
市
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三
豊
市
福
祉
年
金
の
申
請
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

児
童
手
当
「
現
況
届
」
の
提
出
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か
？

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年

６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
、
引
き
続

き
手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

の
確
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
受
給
資
格
の
あ
る
人
で
も
、
こ
の

届
出
を
し
て
い
な
い
と
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。�

　
ま
だ
、
現
況
届
が
お
済
み
で
な
い
人
は

児
童
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
児
童
福
祉
課
　
☎
６２
・
１
１
２
６

■身体障害者手帳

１級

２級

３級

４級

５級

６級

身体障害児身体障害者級

■精神障害者手帳

１～３級

■療育手帳

区分

A

A

B

B

知的障害者 知的障害児

 

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
に
、
年
に
一

度
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

・
平
成
１９
年
７
月
１
日
以
前
の
１
年
以
上
、

　
三
豊
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と

・
在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
（
障
害

　
者
施
設
、
老
人
ホ
ー
ム
等
入
所
者
は
対

　
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

※
転
出
入
・
死
亡
等
に
よ
り
支
給
に
制
限
が

　
あ
り
ま
す
。

支
給
額

　
障
害
の
種
類
や
程
度
ま
た
は
年
齢
に
よ

り
支
給
額
が
異
な
り
ま
す
。

　
６５
歳
以
上
の
人
は
支
給
年
金
額
の
半
額

を
支
給
し
ま
す
。

申　

請

　
福
祉
年
金
の
給
付
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
今
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
人
は
、

再
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
新
規

に
手
帳
を
取
得
さ
れ
た
人
に
は
申
請
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
書
と
各

手
帳
、
振
り
込
み
先
の
通
帳
を
お
持
ち
の

う
え
、
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
申
請
し
て
い
な
い
人
も
、

今
年
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
支
給

は
１２
月
中
旬
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
現
金
で
の
お
渡
し
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
障
害
福
祉
課　

☎
６２
・
１
１
２
７

※６５歳以上の人は支給年金額の半額を�
　支給します。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
、
身
体
や
精
神
に
障

害
の
あ
る
児
童
を
育
て
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

受
給
資
格
者

　
２０
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
度
ま
た
は
中
度
以
上
の
障
害
を
お
持

ち
の
お
子
さ
ん
を
監
護
し
て
い
る
父
も

し
く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者
。

受
給
で
き
な
い
場
合

①
児
童
や
、
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は

　
養
育
者
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な

　
い
と
き

②
児
童
が
、
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

　
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し

　
て
い
る
と
き

��

手
当
月
額
（
平
成
１９
年
４
月
現
在
）

１
級（
重
度
障
害
児
）５
０
　
７
５
０
円

２
級（
中
度
障
害
児
）３
３
　
８
０
０
円

　
※
た
だ
し
、
所
得
に
よ
り
、
手
当
の
支

　
　
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
手
当
を
受
け
る
に
は
】

　
　
障
害
福
祉
課
ま
た
は
支
所
市
民
サ
ー

　
ビ
ス
課
へ
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
認

　
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
所
得
状
況
届
に
つ
い
て
】

　
　
毎
年
８
月
に
「
所
得
状
況
届
」
を
市

　
役
所
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
上
旬
に
、
受
給
資
格
者
に
、
所
得

　
状
況
届
に
関
す
る
通
知
を
送
付
し
ま
す

　
の
で
、
内
容
を
確
認
し
、
手
続
き
を
行

　
っ
て
く
だ
さ
い
。
　

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
障
害
福
祉
課
　
☎
６２
・
１
１
２
７

,,



　高瀬町の比地二幼稚園でふれあいサークル親子交通教

室が行われ、親子いっしょにシートベルト効果体験車に

乗り込みました。時速５キロの衝撃を体感し、「想像して

いたのよりすごい。しっかりとシートベルトを付けよ

う」と気持ちを新たにしました。

　山本町の辻老人クラブ「若松会」の皆さんが、町内の

交差点で交通安全キャンペーンを行いました。辻小学校

の児童も参加し、交通安全のメッセージが書かれたささ

飾りと花の苗を手渡し、安全運転を呼びかけました。

　市社協子育てボランティアと愛育会会員による幼児救

命講習が、豊中町母子健康センターで開催されました。

北消防署員の指導のもと、人工呼吸や心臓マッサージほ

かＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使い方など、緊急時の

対応のしかたを熱心に学びました。

★★

★

★
★

　『第１３回香川県ねんりん軟式野球大会』が詫間

球場と多度津球場の２会場で開催されました。県内

より８チームが参加し、熱戦の結果、詫間町の「オ

ール詫間シニアクラブ」がみごと３連続４回目の優

勝を飾りました。

　第２回市長旗争奪中学校軟式野球大会が山本ふれ

あい公園で開催され、市内８校が参加し熱戦が繰り

広げられました。結果は次のとおりです。

　 優　勝　和光中学校　　準優勝　仁尾中学校

　生活協同組合コープかがわより、地域の環境保全

活動に対して寄付金をいただきました。寄付金は、

緑化事業に使われ、来年２月にたからだの里と財田

川リバーサイドパーク（いなり公園）へソメイヨシノ

を植樹する予定です。

　詫間町大浜の波止艾自治会の皆さんが、花植えの

ボランティアを行いました。当日は小雨が降る中で

の作業となりましたが、マリーゴールドなど色とり

どりの花約８００本をていねいに植え付けました。

は　とよもぎ

6／9

7／12

6／24

7／5

6／9・10

6／10・16

6／27



　社会を明るくする運動の出発式が三豊市保護司会、更

生保護女性会の代表者が参加して市役所前で行われまし

た。この運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たち

の更正について理解を深め、犯罪や非行のない明るい社

会を築こうとする全国的な運動で、毎年７月を強調月間

としています。出発式のあと、各地区ごとに市内をパレ

ードするなどＰＲ活動を行いました。

　財田町のすみれ子ども会の皆さんが、町内の国道

で交通安全キャンペーンを行いました。花の苗など

をドライバーに手渡し、「安全運転してください」

と、かわいい声で呼びかけていました。

　比地大小学校と桑山小学校で、それぞれうどん打ち体験が行われました。比地大小では地元長寿会が、桑山小

では瀬戸内短期大学の学生が指導しました。慣れない手つきながらも一生懸命打ったうどんは格別のおいしさで

した。

　三野町児童公園周辺で、今年で最後の『みのがふるさと おもっ笑まつり』が開催されました。河川敷特設ステ

ージのオープニングイベントでは、いやだに神農太鼓に太極拳、また地元幼稚園児の「みのサンバ」に保育所・

小学校合同の「よさこいソーラン踊り」が元気よく演舞されました。芸能合戦では各種踊りやバンド演奏など会

場は一気にヒートアップ！！ファイナルイベントでの、「ふるさとまつり想い出ビデオ」「ナイアガラ花火」で

は、２８年間の想い出を振り返りながら、お祭りは終演を迎えました。

包丁を使って上手に切りました（桑山小） 自分たちで作ったうどんは最高!!（比地大小）

6／26

7／2

6／30

しょ

7／22
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津嶋神社 夏季大祭に伴う交通規制のお知らせ
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118月 （土）日
詫間町市民運動場野球場とその周辺

マリンウェーブ

午後５時３０分～
こども総踊り、踊りコンテスト

尺玉とスターマイン　約７００発

午前１０時５０分～

ケロロ軍曹
「超劇場版　ケロロ軍曹２／深海のプリンセスであります！」

舞い舞たくま

4日（土） 午後８時～花火

午後８時～
※悪天候の場合はマリンウェーブで行います。

※悪天候の場合、舞い舞たくまこども総踊り・踊りコンテスト、
　花火大会は翌１２日（日）に順延になります。

パパイヤ鈴木とおやじダンサーズ

午後９時～踊りコンテスト結果発表
午後９時２０分～花火大会

詫間町市民運動場野球場と
その周辺およびマリンウェーブ

　熱いサンバのリズム、エネルギッシュなステージショー、約
７００発の花火、踊り子も観客も熱く盛り上がるたくま港まつり。
　さぁ、今年はあなたもいっしょに踊りましょう！

第３６回

津嶋神社 夏季大祭に伴う交通規制のお知らせ

映 画

２回上映（前売券発売中／当日券もあります）

問い合わせ　たくま港まつり協賛会事務局（詫間町観光協会内）　☎ ８３ －６３３１

▲

花火打ち上げ～～～

～～～

～～～

～～～場所

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

香川西高グラウンド

弓道場

野球場野球場

大倉
グラウンド

ポートメモリアル
パーク

詫間支所

たくま
シーマックス

マリン
ウェーブ

ス
テ
ー
ジ

町体育センター

香洋石油
詫間小学校

西野団地塩
生
ヶ
原
橋

WC

WC

WC
〒

通行止

進入禁止

一方通行

駐車場

公衆便所

バリケード

会場周辺の駐車場と交通規制

▲

至
観
音
寺

道
免

貴
峰
山

県
道
宮
尾
高
瀬
線
ふれあいパーク
　　み　の

県
道
宮
尾
高
瀬
線 至

善
通
寺

国
道
１
１
号

鳥坂

至三豊鳥坂インター

県
道
善
通
寺
詫間線

至仁尾・観音寺

文 松崎小学校

県
道
丸
亀

詫
間豊
浜線

進
入
禁
止

弥谷寺

文 大見小学校

ふれあいパーク
　　み　の

至丸亀・多度津

詫
間
駅

津島ノ宮駅

駐車禁止
８月４・５日 終日

駐停車禁止
８月４・５日 終日

歩行者専用道路
８月４・５日 終日

駐車場
係員の指示に従ってください

至仁
尾

交通規制図

→

（二輪車を除く）

4・58月 （土・日）日

●交通規制にご協力ください。JR津島ノ宮駅が開設
　されます。JRご利用が便利です。

花 火 見 物 会 場

午前の部 午後２時２０分～午後の部
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みとよの

キ
リ
ト
リ
線

　三豊市は、市民の皆さんと共に取り組むまちづくりの、今後１０年間の設計書になる「三豊市新総合計画」を策定

します。

　そこで、そのまちづくりの目標となる１０年後の三豊市のまちの姿をイメージするキャッチコピー“まちコピ ”

を市民の皆さんから広く募集します。

　皆さんが考えるみとよの“まちコピ”をどんどんご応募ください。

募集要領

応募資格 市内に住所を有する人、もしくは市内の企業にお勤めの人

募集期間 ８月１日（水）～３１日（金）午後５時必着

選考方法

応 募 先 〒７６９－１５９３　三豊市豊中町本山甲２０１番地１

　　　　　　　　三豊市政策部企画課「みとよのまちコピ」募集係

　　　　　　　　

応募方法 裏面の応募用紙（市ホームページからもダウンロードできます）もしくは任意の用紙に、応募す

る作品とその作品の意味や考案理由を簡潔に記入のうえ、住所・氏名（匿名も可）・生年月日・

年齢・性別・電話番号・勤務先を明記し、下記応募先まで提出してください。（持参、郵送、

Ｅメール可　※持参の場合は各支所窓口への提出も可）

三豊市総合計画策定会議で、候補１作品を選考します。選考結果は、本人に通知し、広報みとよお

よび市ホームページで発表します。なお、選考された作品についての版権は三豊市に帰属するもの

とします。また、市はその作品の一部を変更して将来像のキャッチコピーとする場合があります。

注意事項

参考例

・応募作品は応募者の自作で未発表の作品に限ります。

・応募書類は返却しません。

・１名で複数作品の応募も可としますが、その場合は、１用紙（１メール）につき１作品とします。

・当募集に係る賞金や賞品はありません。

◇　活力・みどり・そしてふれあい高瀬　～瀬戸のグリーントピア～・・・・【旧高瀬町】

◇　やすらぎと健康そして文化の香るまち・山本・・・・・・・・・・・・・【旧山本町】

◇　微笑みのまち・三野町　～人がいきいき　出会いのまちづくりプラン～ 　【旧三野町】

◇　田園都市の形成を目指して・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【旧豊中町】

◇　やっぱりたくまがええなあ～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【旧詫間町】

◇　緑と海が輝く太陽の町・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【旧仁尾町】

◇　人と自然にやさしい、豊かで美しい町・・・・・・・・・・・・・・・・【旧財田町】

旧７町の長期振興計画における将来像やまちづくりのキャッチコピー

大募集！まちコ
ピ

まちコ
ピ

まちコ
ピ
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みとよの　　　 応募用紙

キ
リ
ト
リ
線

作品記入欄

応募作品の意味や考案理由

応募者

ふりがな

氏　　名

性別 男　・　女

生年

月日

明治・大正・昭和・平成

年　　月　　日生まれ

（　　　　）歳

住　　所

〒　　　　　－

電話番号 （　　　　　　　　）　　　　－

勤 務 先

電話（　　　 　）　 　－
（住所）

※応募用紙に記載された個人情報は、当選考以外の目的には使用しません。

このページを切り取り、ご応募ください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

まちコピまちコピまちコピ
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三豊市

　三豊市コミュニティバスが７月１日から一部運行を開始しました。新しい路線の仁尾線や財田観音寺線は、高校や病

院のそばにバス停があるため、利用状況も上々で１日１００人を超える利用があります。

　バスは、市民の皆さんによる、皆さんのための公共交通手段です。皆さんの温かいご支援とご理解でコミュニティバ

スを育ててください。

　９月１日からの全線運行開始にあわせて、たかせ天然温泉・ふれあいパークみの・環の湯・たくまシーマックスでコ
ミュニティバス運行開始記念キャンペーンを実施します。キャンペーンは、バスを利用して来場した人への入浴料金の
割り引きとたくまシーマックスの無料体験です。お楽しみに！

乗継券を活用して、目的地まで１００円でバスを利用

（例）財田観音寺線の「財田支所」から仁尾線の

　　 「三豊総合病院」に行く場合

「財田支所」でバスに乗る

「観音寺駅」（バスターミナル）でバスを降りる

「観音寺駅」で仁尾線のバスを待つ

仁尾線のバスに乗る

「三豊総合病院」でバスを降りる

※ 降りるときに、１００円を運賃箱に入れ、運転手から乗継券を受け取ります。

※ 降りるときに、乗継券（１００円のかわりに）を運賃箱に入れます。

（注）観音寺市のバスに乗車する場合、別に運賃が必要ですのでご注意ください。

◆乗継券の色について

高瀬線

高瀬仁尾線

山本線

三野線

豊中高瀬線

豊中三野線

豊中仁尾線

詫間線

荘内線

詫間三野線

仁尾線

財田観音寺線

緑色

薄紫色

茶色

桃色

黄緑色

ラベンダー色

ライム色

青色

オレンジ色

水色

黄色

赤色

路 線 名 下 地 色

バスにのって、どんどんまちに出かけよう

三豊市コミュニティバス

※この券で、降車後の次発の便に限り

　無料で乗車できます。

年　　　月　　　日発行

乗 継 乗 車 券

※広報みとよ７月号 バス路線図の色を参照

問い合わせ　企画課　☎６２-１１１５

▲

！

　今回は、利用者から問い合わせの多いバスの乗り継ぎ方法についてお知らせします。

　最初に乗車したバスから別の路線バスに乗り継ぐ場合、乗継乗車券を利用して無料で乗り継ぎができます。乗継券を

活用すると、乗車地から目的地まで１００円でバスを利用できます。

　乗り継ぎができるバス停は、バスターミナルと呼びます。乗継券は、バ

スターミナルで最初のバスから下車するときに、運転手が発行しますの

で、お気軽に申し出てください。

■ ただし、次の場合は乗り継ぎできません。

・ その路線と同じ色の乗継券を利用する場合

・ その路線と接続していない路線の乗継券を利用する場合



シリーズ
なんなん？食育No.１４

学校給食は生きた教材です
 
仁
尾
小
学
校
学
級
活
動
（
２
年
生
）

「
お
は
よ
う
う
ん
ち
を
し
よ
う
パ
ー
ト
２
」

ビーンズドライカレー

仁尾町学校給食センター

材
料
（
4
人
分
）

夏バテを吹き飛ばそう！
　

　　　ご飯にかけてもパ
ンにはさんでもおいしい

です。

大豆（乾)   �

牛ひき肉   �

豚ひき肉   

にんじん   �

たまねぎ  �

ピーマン 

作　

り　

方

① 大豆はもどす。（水煮５０ｇを使ってもよい）

② 野菜は、みじん切りにする。

③ 鍋に油を入れて、ひき肉、野菜をよく炒めて、

　 調味する。

④ 大豆を入れて、しばらく煮込む。

⑤ 茶こしなどで小麦粉を振り入れる。

にんにく    �

しょうが    

植物油

ウスターソース

トマトケチャップ�

チキンコンソメ

カレー粉

食塩

こしょう

小麦粉

メニュー紹介

●�

●�

●�

●�

●�

●

●�

●�

●�

●�

●�

●

●�

●�

●�

●

給食は野菜が
たくさん！

72-5039

72-5497

72-5024

一般用

少年相談

ＦＡＸ
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昭
和
１６
年
、
三
豊
の
風
物
詩
大
坊
市

が
終
わ
っ
た
１１
月
末
、
海
軍
に
よ
る
詫

間
海
軍
航
空
隊
建
設
の
た
め
、
香
田
、

新
浜
地
区
等
の
１
３
６
戸
の
住
宅
が
立

ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
移

転
と
い
っ
て
も
現
代
の
機
械
作
業
と
違

い
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。
ス

コ
ッ
プ
や
モ
ッ
コ
を
使
っ
た
人
力
に
よ

る
も
の
で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
移
転

作
業
を
し
ま
し
た
。
航
空
隊
用
地
の
南

側
の
山
手
斜
面
に
移
転
し
た
人
た
ち
は
、

ま
ず
斜
面
を
平
ら
に
す
る
作
業
か
ら
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在

で
も
こ
の
地
区
で
は
住
宅
や
畑
に
石
積

み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
詫
間
海
軍
航
空
隊
は
昭
和
１８
年
６
月

１
日
に
水
上
機
の
基
地
と
し
て
開
隊
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
１９
年
９
月
に
は
国
内

の
水
上
機
の
本
部
で
あ
っ
た
横
浜
海
軍

航
空
隊
の
主
力
部
隊
が
移
っ
て
き
ま
し

た
。
昭
和
２０
年
４
月
に
は
全
飛
行
艇
部

隊
を
集
結
、
水
上
機
の
一
大
作
戦
基
地

と
な
り
ま
し
た
。
同
月
末
か
ら
は
神
風

特
別
攻
撃
隊
が
４
次
に
わ
た
り
出
撃
、

約
６０
名
の
若
い
兵
士
が
散
華
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
跡
地
に
は
当
時
を
し
の
ば
せ

る
構
造
物
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
水

上
機
や
飛
行
艇
を
基
地
か
ら
瀬
戸
内
海

に
降
ろ
す
た
め
の
『
斜
路
』
と
呼
ば
れ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
構
造
物
が
３
基

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
、ま
た
総
延
長
２,
５
０
０

ｍ
で
あ
っ
た
防
空
壕
の
入
り
口
も
１０
個

所
ほ
ど
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
悲
し
い
戦
時
中
の

出
来
事
を
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
し
て

後
世
に
伝
え
て
い
く
義
務
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　給食時間は楽しく食事をする生
活の場であるとともに、望ましい

食習慣を形成する教育活動の場でもあります。それは、栄養バランスのとれ
た給食を毎日食べてその大切さを学んだり、友達と協力して楽しく食事をし
たりする実践の場であるからです。そのために、教科などで学習している食
に関する指導の内容を、指導時期に合わせて献立に取り入れたり、給食を基
に健康な食生活を学んだりしています。教材として役立つ学校給食となるよ
うに、毎日の給食作りを大切に取り組んでいこうと心がけています。

　
今
月
は

『
白
ポ
ス

ト
』
に
つ

い
て
お
知

ら
せ
し
ま

す
。『
白
ポ

ス
ト
』
は
、

青
少
年
の

目
に
触
れ
さ
せ
た
く
な
い
図
書
、
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
集
め
る
目
的

で
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
場
所
は
、
本
年
度
見
直
し
を
し

１７
カ
所
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
す
。

財
田
…
J
A
財
田
上
支
所
横

　
　
　
み
よ
し
ス
ト
ア
ー
横
　
　
　
　

　
　
　
川
上
公
民
館
横

山
本
…
旧
山
本
バ
ス
停
横

　
　
　
財
田
川
河
川
敷

　
　
　
神
田
公
民
館
駐
車
場

豊
中
…
J
R
本
山
駅
横

　
　
　
三
豊
市
役
所
前

 
 
 
J
R
比
地
大
駅
前

高
瀬
…
マ
ル
ナ
カ
駐
車
場
横
　
　
　
　

　
　
　
高
瀬
町
図
書
館
横

三
野
…
イ
ン
パ
ル
み
の
駐
車
場

　
　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

詫
間
…
J
R
詫
間
駅
前

　
　
　
武
道
館
横

仁
尾
…
仁
尾
支
所
前

　
　
　
総
合
文
化
会
館
横

　
昨
年
度
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
有
害
図
書
　
　
　
　

４
、７
０
３
冊
 
 
 
 
 

　
有
害
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
、０
１
３
個

　
今
後
と
も
青
少
年
の
健
全
育
成
に
、

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼

朝ごはん

も、給食と同じ

くらい野菜をたく

さん食べるとい

いよ！

終
戦
記
念
日
に
よ
せ
て

忘
れ
な
い
で
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史

〜

詫
間
海
軍
航
空
隊

〜
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

診
断
基
準

●
腹
囲
測
定
（
へ
そ
の
高
さ
）
　
　
　
　�

　
男
性
な
ら
８５
セ
ン
チ
以
上
　
　
　

　
女
性
な
ら
９０
セ
ン
チ
以
上

　
　
だ
と
内
臓
肥
満
の
疑
い
が
あ
り
ま
す

＋

消
防
だ
よ
り

消
防
だ
よ
り

消
防
だ
よ
り

購 

入

保 

管

使 

用

廃 

棄

防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

毒
物
・
劇
物
に
よ
る

危
害
の
発
生
防
止
の
た
め
に

８
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

電
気
は
正
し
く
安
全
に

　
　
　
　
使
い
ま
し
ょ
う

　
次
の
う
ち
２
つ
以
上

●
中
性
脂
肪
１
５
０
mg
／
dl
以
上
、ま
た

　
は
、　
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
４０�
mg
／

　
dl
未
満

●
収
縮
期
血
圧
（
最
高
血
圧
）
１
３
０

　
mm�
Hg
以
上
、
ま
た
は
、
拡
張
期
血
圧 

　（
最
低
血
圧
）
８５�
mm�
Hg
以
上

●
空
腹
時
血
糖
値
１
１
０
mg
／
dl
以
上

����

　
内
臓
肥
満
に
加
え
、『
高
脂
質
』『
高
血
圧
』

『
高
血
糖
』
の
３
つ
の
う
ち
２
つ
以
上
持

っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
（
次
表
参
照
）。

お
な
か
ま
わ
り
に
脂
肪
が
つ
く
内
臓
脂
肪

の
蓄
積
は
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
て
生

活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

����

　
　
　
　
　
　

��������

　
当
て
は
ま
る
人
は
、
ふ
だ
ん
の
食
生
活

の
見
直
し
や
、
継
続
し
て
で
き
る
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

▼
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
　
☎
６２
・
１
１
２
２

�

必
要
以
上
の
毒
物
・
劇
物
は
購

入
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
毒
物
・
劇
物
を
購
入
す
る
場
合
は
、

法
に
定
め
ら
れ
た
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
毒
物
・
劇
物
は
、
販
売
業
の
登
録
を

受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
販
売
し
た
り
譲

っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

盗
難
に
あ
っ
た
り
紛
失
し
た
り

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
鍵
の

　
　
　
　
か
か
る
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　
盗
難
、
紛
失
の
場
合
は
、
直
ち
に
警

察
署
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
誤
飲
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
飲
食
物
の

容
器
に
移
し
替
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く

使
用
し
ま
し
ょ
う

　
万
一
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

（
治
療
の
際
、
参
考
に
な
る
の
で
、
使

っ
た
毒
物
・
劇
物
の
容
器
は
そ
の
場
で

捨
て
な
い
こ
と
）

毒
物
・
劇
物
に
該
当
し
な
い
も

の
に
し
て
か
ら
廃
棄
し
な
け
れ

　
　
　
　
ば
な
り
ま
せ
ん

　
自
己
処
理
が
で
き
な
い
場
合
は
、
知

事
の
許
可
を
受
け
た
廃
棄
物
処
理
業
者

に
委
託
（
有
償
）
し
、
適
正
に
廃
棄
し

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
課

　
☎
２５
・
４
３
８
３

・
応
急
処
置
な
ど
の
緊
急
情
報
の
提
供
は

　(

財)

日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　  

大
阪
中
毒
１
１
０
番

　
☎
０
７
２
（
７
２
７
）
２
４
９
９

　
　
　
　
　
　
３
６
５
日
　
２４
時
間
対
応

・
食
中
毒
（
細
菌
性
）、
慢
性
の
中
毒
、
小

石
・
ビ
ー
玉
な
ど

の
異
物
誤
飲
は
医

療
機
関
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　　
夏
は
水
を
使
う
機
会
が
多
い
う
え
に
、

暑
さ
で
汗
を
か
き
や
す
く
な
る
た
め
、
感

電
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
ぬ
れ
手
に
電
気
」
「
ぬ
れ
手
に
プ
ラ
グ
」

が
危
険
な
こ
と
は
、
分
か
っ
て
は
い
て
も

う
っ
か
り
差
し
込
み
プ
ラ
グ
な
ど
に
ぬ
れ

手
で
触
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
電
気
製
品
を
扱
う
と
き
は
、
手
を
よ
く

ふ
い
て
か
ら
取
り
扱
う
習
慣
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　(

財)

四
国
電
気
保
安
協
会
観
音
寺
事
業
所

　
☎
２５
・
６
２
４
４

���

　
大
規
模
災
害
時
に
は
交
通
網
の
寸
断
に

よ
り
、
消
防
防
災
機
関
の
災
害
現
場
へ
の

到
着
や
医
療
機
関
へ
の
患
者
搬
送
が
遅
れ
、

広
範
囲
な
被
災
地
域
す
べ
て
に
公
的
な
防

災
機
関
の
対
応
を
期
待
す
る
こ
と
に
は
無

理
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
被
災
直
後

の
初
期
消
火
活
動
や
救
出
活
動
を
、
地
元

住
民
の
皆
さ
ん
に
担
っ
て
い
た
だ
く
事
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
特
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
、
地
域
に
密
着
し
た
自
主
防
災
組
織

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、

災
害
を
想
定
し
た
情
報
の
収
集
伝
達
や
避

難
誘
導
、
救
出
救
護
等
の
訓
練
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
よ
り
広
域
的
で
効
果
的
な
活
動

を
可
能
に
す
る
た
め
、
地
域
の
消
防
団
や

事
業
所
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
近
隣
を
は

じ
め
広
域
の
自
主
防
災
組
織
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
よ
り
総
合
的
に
防
災
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
三
観
広
域
北
消
防
署

　
☎
７２
・
２
１
１
９

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

 
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
を

　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？
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国民年金のお知らせ
国民年金保険料の納付が困難な場合は「保険料の免除制度」があります

問い合わせ

▲

　所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、本人の申請手続きによって保険料の納
付が「免除」、「一部納付（一部免除）」、または「猶予」される制度があります。
　免除制度は次の3種類です。

○「４人世帯」、「２人世帯」は、夫か妻のどちらか
　のみに所得がある世帯の場合です。�   
○若年者納付猶予は全額免除と同基準、学生納付特
　例は半額納付と同基準となります。�   

※退職者、震災、風水害等の被災者は、所得に関係なく該当する場合があります。�       

※これまで、保険料の免除等の承認を受けるためには、毎年申請書の提出が必要でしたが、全額免除と若年者

　納付猶予に限り引き続き申請を希望される場合には、改めて申請書を提出していただく必要がなくなりま

　した。（ただし、退職や被災を理由に承認された場合や一部納付、学生納付特例承認者は対象となりません）

※障害および遺族基礎年金には一定の受給要件があります。

※免除および納付猶予等は１０年以内であれば、古い期間から順に納付が可能です。（ただし、免除および猶予を受け

　た年度から起算して３年目以降は一定の加算が上乗せされます）

　保険料免除を申請される人は、年金手帳および納付書、印鑑、離職票または雇用保険受給資格者証等を持って
市民課または各支所市民サービス課で手続きをしてください。今年度の受付は７月から行っています。
※確定申告をしていない人は、税務課または各支所市民サービス課でご相談ください。
※今年転入された人は、前住所地（平成１９年１月１日現在）での所得証明書が必要です。

　市役所の窓口で、社会保険事務所への年金記録照会の取り次ぎを行います。
申 請 者　本人または同居の親族（代理の場合は委任状が必要です）
持 参 物　年金手帳、年金証書および免許証など本人確認のできる身分証明書
申請場所　市民課および各支所市民サービス課
※申請すれば、数日後には社会保険事務所から自宅に回答が届きます。

★免除の対象となる所得の目安（平成１９年度）【万円】

世帯構成

４人世帯

単身世帯

（夫婦、子2人）

（夫婦のみ）
２人世帯

全額免除
半額納付

一　部　納　付� 

「納付」と「免除・納付猶予」と「未納」はこのように違います

障害基礎年金

全額納付

全　　額 全額納付の
場合の１／３

全額納付の
場合の１／２

全額納付の
場合の２／３

全額納付の
場合の５／６

○

受けられる 受けられる 受けられる 受けられる 受けられる 受けられる 受けられない

受けられる 受けられる 受けられる 受けられる 受けられる 受けられる 受けられない

入る 入る 入る 入る 入る 入る 入らない

○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ × ×

全額免除
一　部　納　付� 

１／４納付 半額納付 ３／４納付
未　　納

若年者猶予

学生特例

されない されない

遺族基礎年金

資格期間老
齢
基
礎
年
金

年金額に計算

国民年金のお知らせ国民年金のお知らせ

年金記録照会の�
取り次ぎをします

①免除（全額免除・一部納付）申請

　　本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場

　合に申請手続きをすれば、保険料の納付が全額免除ま

　たは半額納付、１/４納付、３/４納付の一部納付と

　なります。

②若年者納付猶予申請

　　３０歳未満の人で、本人、配偶者の前年所得が一定

　額以下の場合に、申請手続きをすれば、保険料の納付

　が猶予されます。

③学生納付特例申請

　　学生で本人の所得が一定額以下の場合に申請すれば

　保険料の納付が猶予されます。

、
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親子スポーツレクリエーション祭親子スポーツレクリエーション祭親子スポーツレクリエーション祭親子スポーツレクリエーション祭
学校の体育授業にはないスポーツを楽しもう！ 運動が苦手な人も大丈夫。

８月２６日（日）　午後 １時～午後 ４時３０分

豊中町体育館（豊中中学校体育館）�

無料

市内の小・中学生の親子（一般の人も参加できます）

各教育事務所または生涯学習課に備え付けの参加申込書でお申し込みください。

○キンボール　　　　　特大軽量ボールを使ったゲーム。３チームでヒット＆レシーブ

○室内ペタンク　　　　目標球にボールを投げ、より近づけることにより得点を競うゲーム

○ビーンボウリング　　簡易ボーリング。並列にセットされているピンを反転させて得点を得るゲーム

○ダーツ　　　　　　　標的に向かって３本の矢を投げ、得点を競います

○トラックボール　　　かご型ラケットでキャッチボールするゲーム

○ディスクゲッター９　 フライングディスクで３×３＝９枚のパネルを抜くゲーム

○フリーブロー　　　　安全な吹き矢。特殊な吸盤で作られた矢をターゲットに向かって吹くゲーム

○体力測定　　　　　　握力・上体起こし・長座体前屈・反復横とび・立ち幅跳び等

※上記のほか、公式輪投げ、トランポリンなどがあります。　

※運動のできる服装で体育館シューズ・タオル・水筒を持参のうえご参加ください。　　

※種目は変更することもあります。 

日　時

参加費

参加対象

申し込み

会　場

種目・内容

参加者募集!!

カヌージュニア�
世界選手権大会へ

　７月９日、チェコ共和国ラシセで

７月２７日から開催される『第１２

回世界カヌーフラットウォーターレ

ーシングジュニア選手権大会』に日

本代表で出場する、高瀬高校２年の

入澤進太郎君が市役所を訪れ、市長

に「大会ではベストを尽くし決勝進

出を目標にがんばります」と決意を

述べました。入澤君の世界大会での

活躍が期待されます。

全国大会での活躍を期待

　７月１７日、スポーツ全国大会へ出場する小・中学生が市長と教育長を表敬
訪問しました。皆さんの全国大会での活躍が期待されます。
　出場大会と出場者、種目等は次のとおりです。（敬称略）
全国中学生カヌー大会（７／２６～愛知県・三好池カヌー競技場）

高瀬中学校 　�
　篠原誠人（３年） 山下力也（３年） 小野和輝（３年） 前川忠治（３年） K-１、K-２、K-４
　横田昌也（２年）　K-１
高瀬のぞみが丘中学校　�
　入江勇輝（３年） 村上弘記（２年）　K-１、K-２
　井上貴稀（３年） 田代敬祐（３年）　C-１、C-２
　山下美樹（３年）  多田羅彩花（２年）   渡辺由希音（２年）　渡辺千絵美（１年）　
　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　WK-１、WK-２、WK-４
全国小学生陸上競技交流大会（7/27～大阪市・長居陸上競技場）

　小 山 千 種（上高瀬小　６年）１００ｍ走
　大 西 美 希（麻　　小　６年）  ８０ｍハードル
　菅　　朱里（仁　尾　小　５年）１００ｍ走

問い合わせ　生涯学習課　☎７３－３０１３
▲

▲ 全国小学生陸上大会へ参加の児童 ▲ 全国中学生カヌー大会へ参加の生徒
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M
ITOYO CITY  IN

F

O

M
ITOYO CITY  IN

F

O

M
ITOYO CITY  IN

F

O

お 知
ら
せ

募
集
募
集

催
し
物

催
し
物

藍
の
葉
た
た
き
染
め
教
室

永
康
病
院
嘱
託
職
員
の
募
集

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
　
　
　
★
星
を
見
る
会
★

◆
募
集
職
種

・
看
護
師
、
准
看
護
師
（
若
干
名
）

・
作
業
療
法
士
ま
た
は

　
　
　
　
　
理
学
療
法
士
（
１
名
）

※
い
ず
れ
も
嘱
託
職
員

◆
応
募
資
格

　
各
職
種
の
免
許
を
有
す
る
人

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
に
な
る
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
永
康
病
院
総
務
課

　
☎
８３
・
３
０
０
１

　
こ
の
季
節
に
し
か
で
き
な
い
お

し
ゃ
れ
な
『
た
た
き
染
め
』
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
藍
の
葉
を
た
た

い
て
、
布
地
に
模
様
を
染
め
ま

す
。
自
分
だ
け
の
お
し
ゃ
れ
な
作

品
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◆
日　

時

　
８
月
４
日
（
土
）

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

◆
場　

所

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
ク
ラ
フ
ト
工
房

◆
対　

象

　
小
学
生
〜
一
般

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

◆
定　

員

　
２５
人
程
度

◆
費
用
等

　
参
加
費
５
０
０
円

※
準
備
で
き
る
人
は
次
の
も
の
を

　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
金
づ
ち

・
絹
、
麻
、
綿
等
の
T
シ
ャ
ツ
や

　
布
な
ど

※
当
日
、
実
費
に
て
販
売
も
し
て

　
い
ま
す
。
詳
し
く
は
申
し
込
み

　
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み

　
事
前
に
左
記
ま
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。
 

◆
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
６３
・
１
０
４
１

　
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
夏
の
夜

空
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は

『
土
星
・
木
星
・
月
と
夏
の
星
座

を
さ
が
し
て
み
よ
う
』
で
す
。

◆
日　

時

　
８
月
１９
日
（
日
）

　
午
後
８
時
〜
９
時

◆
場　

所

　
山
本
ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
多
目
的
広
場

◆
対　

象

　
ど
な
た
で
も

※
夜
の
行
事
で
す
の
で
、
小
学
生
は

　
保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
当
日
会
場
に
て
受
付
 

※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止
し

　
ま
す
。
不
明
な
場
合
は
左
記
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
６３
・
１
０
４
１

h
ttp
://
w
w
w
1
.q
u
o
lia
.c
o
m
/

e
ik
o
u
b
y
o
u
in
/
in
d
e
x.h
tm
l

ＳＦ商法（催眠商法）

ＳＦ商法（催眠商法）とは、どんな商法でしょう？

【アドバイス】

① とにかく会場に行かないことが一番です。

② もし会場に行ってしまっても、必要ではないもの

　は、はっきり断りましょう。

③ 今どきうまい話はないと思いましょう。

④ 万が一買ってしまっても、契約日から８日以内な

　ら、クーリング・オフができます。

　ＳＦ商法（催眠商法）とは、日用品の説明会をした

り、粗品の引換券を配るなどして人を集めます。商品の

特徴・使用方法などを説明した後、商品の購入を募る方

法です。最初は、日用品を無料もしくは格安で配り、客

を興奮させて冷静な判断を失わせます。そうして最後に

は、羽毛ふとんや電気治療器具、健康食品などを「今が

チャンス、特別価格」「今買ったら、特別割引します」

など、言葉巧みに高額で売りつけます。

　「私は、もらうものだけもらったら帰ってくるわ」と

思っている人も要注意です。会場は締め切ってあり、逃

げ出せないような状況であったりします。

　高齢者を中心に被害は広まっています。本人はもちろ

ん、家族など、周囲の人も気を配りましょう。

困ったときや詳しい事は下記までお問い合わせください。

問い合わせ　西讃県民センター（三豊合同庁舎内）

▲

☎２５ －５１３５

あなた
は大丈夫！？あなた
は大丈夫！？

生　活

辞典豆
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◆
日　

時

　
８
月
２２
日
（
水
）
　

　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
１０
分

◆
場　

所

　
仁
尾
町
文
化
会
館

　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
２
５
０
人
収
容
）

◆
対　

象

　
幼
児
〜
一
般

◆
内　

容

・
ピ
ー
タ
ー
パ
ン

・
ト
ム
ソ
ー
ヤ
の
冒
険

・
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
不
要

◆
問
い
合
わ
せ

　
仁
尾
町
図
書
館

　
☎
５６
・
９
５
６
５

◆
日　

時

　
８
月
２５
日
（
土
）

　
午
後
６
時
〜
９
時

◆
場　

所

　
仁
尾
町
文
化
会
館
生
涯
学
習
室
 

◆
茶　

券

　
下
記
に
て
１
枚
３
０
０
円
で
販

　
売
中
（
当
日
券
あ
り
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
仁
尾
町
文
化
会
館

　

☎
５６
・
９
５
６
５

　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）
を
主
訴
と
す
る
相
談
は
、
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
被
害
者
や
そ
の
家
族

に
寄
り
添
い
、
そ
の
方
が
必
要
と

す
る
支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
を
実

施
し
ま
す
。

◆
日　

程

　
９
月
９
日
（
日
）
、
１０
月
１３
日
　

　
（
土
）、
１４
日（
日
）、
２１
日（
日
）

◆
場　

所

　
香
川
県
社
会
福
祉

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者

･
D
V
問
題
に
関
心
が
あ
る
人

･
支
援
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

　
け
る
人

◆
定　

員

　
２０
人

◆
申
し
込
み
締
め
切
り

　
８
月
２０
日
（
月
）
必
着

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
７
（
８
３
２
）
３
２
８
３

　
児
童
福
祉
課

　
☎
６２
・
１
１
２
６

◆
定　

員

　
各
コ
ー
ス
１０
人
（
要
予
約
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
５６
・
２
６
４
５

夏
休
み
上
映
会

情
報
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

月
見
茶
会

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

Ｄ
Ｖ
被
害
者
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
養
成
講
座

コース名

　中高年のための
　　　　パソコン入門

受講料
テキスト代

受講料
テキスト代

受講料

受講料

受講料

　パソコンで楽しむ水彩画
　～パソコンで絵手紙を作る～

　ピンポイントワード

　イラスト入り文書を作る

　楽しく学ぶこれから
　　　のインターネット

日　程 時　間 受講料 場所

三
野
町
は
ぐ
く
み
工
房
ま
た
は
イ
ン
パ
ル
み
の

みとよロボットフェスタみとよロボットフェスタ
○２００７みとよロボットコンテスト【中学生の部】参加者募集！

○人型ロボット・ＷＡＫＡＭＡＲＵ（ワカマル）がやってくる！

　１チーム５人編成で、自動ロボット１台と手動ロボット２台を操作し、相手の陣
地にあるペットボトルを何個倒すことができるかを競う対戦型のゲームです。

～身のまわりにある“プ
ラスチック”と“ビー
ム”の不思議な関係～

　ワカマルは、三菱重工業（株）が開発した世界で初めての人型コミュニケ
ーションロボットです。簡単な会話（おはよう、はじめまして）、自律移
動、じゃんけん、体操、写真ポーズなど、直接ロボットと触れあえます。

※ロボットは事前に貸し出します。各チーム、工夫して自由に製作してください。
　事前講習が必要な場合は、詫間電波工業高等専門学校生が指導にあたります。

◆日　時　８月２５日（土）午前１０時～
◆場　所　マリンウェーブ　イベントホール
◆対　象　中学生　 ◆参加費　無料
◆申し込み　各支所に備えている申込用紙に
　　　　　　必要事項を記入し、企画課へ提
　　　　　　出してください。
◆申し込み期限　８月１０日（金）必着

◆日　時

世界の最新技術に“自分の手で”触れてみよう！

8月25日（土）
マリンウェーブ

みとよビジョン２００７
～確かな未来に向けて～

同 時 開 催

親子ペットボトルロケット大会、小学生ロ
ボットコンテスト、チャーリー西村「おも
しろサイエンスショー」など

科学おもしろ講座

ナノテクってどんなこと　？

講師 関 修平 氏
（大阪大学准教授）

８月４日（土）
午後１時３０分～

◆場　所

三野町社会福祉センター

◆対　象

小学校高学年～中学生、
および一般

◆参加費 無料

◆申し込み・問い合わせ

三野町図書館
☎７３－３１２１問い合わせ　企画課　☎６２ －１１１５

▲

④

③

②

①

⑤

〔主催 （社）みとよ青年会議所〕



エレキ大合戦

「寺内タケシとブルージーンズ」

甦れ！青春グラフィティー

９月２９日（土）

１４：００

午後２時　開演
マーガレットホール

日　時

場　所

５,０００円（全席指定席）

チケット好評発売中

料　金

マリンウェーブ情報
マリンウェーブ　☎５６－５１１１▼
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救
命
講
習
会

難
病
講
演
会

ワンコイン
ロビーコンサート

８月１６日（木）
午後７時 開演

日　時

一　　　般　５００円
高校生以下　１００円

石川幸司
（クラリネット）

尾崎智子
（フルート）

澤田恭子
（ピアノ）

料　金

出演者

The Classic
～トリオコンサート～

三
豊
市
人
権
・

　
　
　
　
同
和
問
題
講
演
会

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
イ
ベ
ン
ト

同
志
社
大
学

　
　
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

三
豊
市
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
中
国
語
講
座
開
講

三
豊
総
合
病
院

腎
臓
病
教
室

○
普
通
救
命
講
習
会

◆
日　

時

　
９
月
１
日
（
土
）

　
午
前
８
時
４５
分
〜
正
午

○
上
級
救
命
講
習
会

◆
日　

時

　
９
月
２
日
（
日
）

　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

◆
場　

所

　
三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
２
階
研
修
会
議
室

◆
講　

師

　
三
観
広
域
消
防
職
員

　
（
応
急
手
当
指
導
員
）

◆
募
集
人
員

　
各
３０
人

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

　
ま
す

◆
受
講
料

　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
三
観
広
域
消
防
本
部

　
　
消
防
防
災
課

　
☎
２３
・
３
９
７
３

◆
日　

時

　
８
月
１６
日
（
木
）

　
午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
　

◆
テ
ー
マ

・
腎
臓
病
の
働
き
に
つ
い
て

・
腎
臓
に
使
わ
れ
る
お
薬
に
つ
い
て

・
社
会
福
祉
制
度
に
つ
い
て

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
三
豊
総
合
病
院

　
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
５２
・
３
３
６
６

　
（
内
線
１
６
１
０
）

◆
日　

時

　
８
月
１０
日
（
金
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

◆
場　

所

　
高
瀬
町
緑
ヶ
丘
サ
ッ
カ
ー
場

◆
対　

象

　
小
学
生

◆
参
加
費

　
無
料

◆
指
導
者

　
同
志
社
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課

　

☎
７３
・
３
０
１
３

　
９
月
期
よ
り
中
国
語
講
座
を
開

講
し
ま
す
。
講
師
は
三
豊
市
国
際

交
流
員
の
呉
衛
（
ウ
ー
・
ウ
ェ

イ
）
さ
ん
で
す
。
中
国
語
の
会
話

だ
け
で
な
く
、
中
国
の
文
化
や
伝

統
、
風
習
な
ど
も
交
え
な
が
ら
、

楽
し
く
学
べ
る
講
座
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
下
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
　
三
豊
市
国
際
交
流
協
会

　
　
事
務
局

　
☎
７２
・
１
１
９
２

◆
日　

時

　
８
月
２９
日
（
水
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

◆
場　

所

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
３
階
大
会
議
室

◆
対　

象

　
難
病
で
療
養
中
の
人
お
よ
び
そ

　
の
家
族
、
関
心
の
あ
る
人

◆
演　

題

「
神
経
難
病
の
転
倒
予
防
教
室
　

　
〜
日
常
生
活
に
必
要
な
機
能
の

　
維
持
・
向
上
を
め
ざ
し
て
〜
」

◆
講　

師

　
三
豊
総
合
病
院
理
学
療
法
士

　
　
　
　
　
梶
原
　
亘
弘
　
先
生

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
 
保
健
対
策
課

　
☎
２５
・
２
０
５
２

（財）

高松の伝説のおやじバンド

★讃岐ブルージーンズ★

寺内タケシとブルージーンズ

丸亀・多度津・三豊のメンバーで
結成された新参おやじバンド

★京極テリーズ★

前座バンド演奏

１５：００ スペシャルライ
ブ！



税務課からのお知らせ
８月は、

（第２期分）

（第２期分）

（第２期分）

の納付月です。

口座振替日および納期限

8月３１日（金）

問い合わせ 税務課　☎６２－１１１４

☆納期限内に納めましょう。�    

☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

（香川県人口移動調査による）

世帯数

総人口

世帯

人

2 3 , 2 1 7
7 0 , 2 6 6 人

人男

女

3 3 , 3 6 0
3 6 , 9 0 6

三豊市の人口 平成１９年７月１日現在

曽保小学校・曽保幼稚園へ

星　川　キミ子

白　川　正　美

河　田　道　　

眞　鍋　キヌヱ

石　井　忠　重

岩　倉　久　弥

糸　川　雅　明

山　下　義　久

武　内　正　輝

尾　藤　玲　子

安　藤　　

香川県建設労働組合仁尾支部

浅　野　正　行 仁尾町

みとよ未来技術基金へ

前　川　　　勉

うつわ名品市協会　 佐賀県

高瀬町

河内地区社会福祉協議会へ

藤　川　淳　一 山本町

平石幼稚園・仁尾保育所へ

中　井　 仁尾町

三豊市社会福祉協議会へ

高瀬町

山本町

仁尾町

詫間町

高瀬町

山本町

山本町

高瀬町

財田町

山本町

仁尾町

心 温 ま る 贈 り も の
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいた
だきました。厚くお礼申し上げます。（敬称略・受付順）

（６月受付分）

広報2007年8月27

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　
　
責
任
技
術
者
試
験

香
川
近
代
美
術
館

　
　
　
　
　
学
生
無
料
開
館

多
重
債
務
問
題
に

　
　
　
　
　
お
困
り
の
方
へ

法
務
局
く
ら
し
の
相
談
所

訂
正
の
お
願
い
　

◆
日　

時

　
８
月
２０
日
（
月
）

　
午
後
２
時
開
演

◆
場　

所

　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

　
　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ホ
ー
ル
　

◆
演　

題

　
『
あ
ー
よ
か
っ
た
な

 
　
　
　
　
　

あ
な
た
が
い
て
』

◆
講　

師

　
仲
島
　
正
教
 
氏

◆
入　

場

　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
人
権
課

　
☎
６２
・
１
１
２
１

　
高
松
法
務
局
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
法
務
局
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
休
日
の
無
料
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
高
松
法
務
局
職
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

　
９
月
９
日
（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

◆
場　

所

　
観
音
寺
サ
テ
ィ

　
　
１
階
吹
き
抜
け
広
場

◆
相
談
内
容

　
登
記
・
戸
籍
・
国
籍
・
供
託
・

　
人
権
・
そ
の
他
暮
ら
し
で
の
困

　
り
ご
と

◆
問
い
合
わ
せ

　
高
松
法
務
局
庶
務
課

　

☎
０
８
７（
８
２
１
）
６
１
９
１

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
工

事
店
の
指
定
要
件
の
１
つ
で
あ

る
、
工
事
の
設
計
･
施
工
に
あ
た

る
責
任
技
術
者
認
定
の
た
め
の
県

下
統
一
試
験
で
す
。

◆
試
験
日

　
１０
月
１２
日（
金
）

◆
受
験
申
し
込
み
期
間

　
８
月
１
日（
水
）〜
３１
日（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
水
処
理
課

　
☎
７２
・
５
６
６
７

　
夏
休
み
に
学
生
を
対
象
に
無
料

開
館
を
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
東

山
魁
夷
の
作
品
な
ど
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

◆
期　

間

　
８
月
１
日（
水
）〜
９
月
３
日（
月
）

◆
対　

象

　
市
内
の
子
ど
も
〜
高
校
生

◆
場　

所

　
香
川
近
代
美
術
館

　
（
三
野
支
所
向
か
い
）

　
☎
７３
・
３
０
７
７

　
多
重
債
務
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

き
っ
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
最

初
の
借
金
が
返
せ
な
く
な
り
、
返

す
た
め
の
借
金
を
し
て
い
く
う
ち

に
相
手
の
数
も
金
額
も
膨
大
な
数

と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
返
済
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
１
人
で

悩
ま
な
い
で
、
な
る
べ
く
早
く
左

記
の
相
談
窓
口
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
窓
口

　
西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
☎
２５
・
５
１
３
５

◆
受
付
時
間

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
広
報
み
と
よ
７
月
号
１０
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
身
体
障
害
者
相

談
員
の
入
江
剋
成
さ
ん
の
電
話
番

号
に
、
左
記
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫

び
し
ま
す
。

　
　
　
☎
７２
・
１
２
６
４

　
　
　
☎
７２
・
１
３
０
８

↓

介護保険料普通徴収

国 民 健 康 保 険 税

市 県 民 税

誤正



精神デイケア…障害福祉課　☎６２－１１２７

健診・健康相談…保　健　課　☎６２－１１２２

まちの相談コーナー

4

11

18

25

5

12

19

26

6

20

25

7

1413

21

8

15

22

9

1 2

16

23

3

10

17

24

問い合わせ

月８

三豊市役所　第3庁舎　2階会議室�

財田支所　相談室�

三野町社会福祉センター

山本町農村環境改善センター�

仁尾支所　2階会議室�

詫間福祉センター　和室�

詫間福祉センター　第2会議室�

仁尾支所　2階会議室　つつじ�

財田支所　相談室�

高瀬町農村環境改善センター�

山本支所　1階住民相談室�

仁尾支所　2階会議室�

財田支所　相談室�

詫間福祉センター　第2会議室�

仁尾支所　2階会議室�

上高野文化センター�

三野町社会福祉センター

日6

月

月

日22

日20

木

水

月

日7

日8

日9

火

水

日13

木

水

日15

水日1
日2

三　野

詫　間

詫　間

詫　間

財　田

財　田

財　田

山　本

山　本

高　瀬

三　野

仁　尾

仁　尾

仁　尾

仁　尾

豊　中

豊　中

農　　事　　相　　談

農　　事　　相　　談

農　　事　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

行　　政　　相　　談

行　　政　　相　　談

行　　政　　相　　談

職　　業　　相　　談

行　　政　　相　　談

人　　権 行政相談

人　　権 行政相談

この広報紙は再生紙１００％を使用しています。

行　　政 男女共同参画相談

行　　政 男女共同参画相談

8 月

（詫間町☎８３－６０１１）

（観音寺市☎２７－６２１８）

（観音寺市☎２５－５６９９）

医

医

歯

岩崎病院�

�

今滝医院�

�

よしだ小児歯科医院

（豊中町☎６２－２０５２）

（観音寺市☎２５－４２９０）

（山本町☎６３－８５００）

今川内科医院�

�

細川整形外科医院�

三宅歯科医院

（高瀬町☎７２－３８５０）

（観音寺市☎２５－８４１３）

（観音寺市☎２３－１１８１）

高瀬第一病院�

�

たしろ医院�

�

河田歯科医院

（高瀬町☎７２－５６６１）

（観音寺市☎２５－３６９２）

（観音寺市☎５２－３３６６）

森川整形外科病院�

�

冨士クリニック�

�

三豊総合病院歯科

医

医

歯

医

医

歯

医

医

歯

健康相談　仁福

９:３０～１１:００

４カ月児健診　三保

１３：３０～１３：５０受付

健康相談三保

１３：３０～１５：００

健康相談�
（基本健康診査結果説明会）

高農

 ９：３０～１１：００

２歳児歯科健診　三保豊保

１３：３０～１３：５０受付

財田町総合検診　財公

８：３０～１１：３０

１０カ月児健診豊保

１３：３０～１３：５０受付

財田町総合検診　財公

８：３０～１１：３０

精神デイケア�高公

１３：３０～１５：００

1歳6カ月児健診豊保

１３：３０～１３：５０受付

健康相談　詫福

９：３０～１１：００

財田町総合検診　財公

豊保

８：３０～１１：３０

健康相談
１３：３０～１５：００

３歳児健診豊保

１３：３０～１３：５０受付

財田町総合検診財公
８：３０～１１：３０

健康相談�
（基本健康診査結果説明会）

山保

９：３０～１１：００

子宮がん・乳がん視触診検査
１３：３０～１４：３０

入れ歯友の会山保
９：５０～１０：００受付
２歳児歯科健診　豊保
１３：３０～１３：５０受付

精神デイケア�三太

１３：３０～１５：００

精神デイケア山ふ

１３：３０～１５：００

３歳児健診　

高瀬支所　
１０：００～１２：００�
１３：００～１５：００

離乳食講習会　豊保

１３：２０～１３：３０受付

１歳までのお子さんで�
申し込みしている方
託児あり・１週間前まで�
電話にて受け付けします

１歳６カ月児健診�
１３：３０～１３：５０受付

三保

１０カ月児健診　
１３：３０～１３：５０受付

三保

三保

１３：３０～１３：５０受付

休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医

歯

休日当番医�

休日当番歯科医

高瀬町農村環境改善センター

高瀬町公民館

豊中町保健センター�

三野町保健センター�

三野町太陽の家

詫間福祉センター�

山本町保健センター�

山本町老人ふれあいプラザ�

財田町公民館�

財田町国保高齢者保健�

　　　　福祉支援センター�

仁尾町福祉会館

高農

高公

豊保

三保

三太

詫福

山保

山ふ

財公

仁福

財国

月曜日日曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

健康相談財国

９：３０～１１：００

広
報
み
と
よ

８
月
号

発
行
・
編
集
　
三
豊
市
役
所

政
策
部

情
報
政
策
課

三
豊
市
豊
中
町
本
山
甲
２
０
１
番
地
１
　
☎

６２
・
１
１
１
７

〒
７
６
９
ー

１
５
９
３

平
成
１９
年
８
月
１
日
発
行

27 28 29 30 31

４カ月児健診　
１３：３０～１３：５０受付

（ （

離乳食講習会　三保

１３：２０～１３：３０受付

１歳までのお子さんで�
申し込みしている方
託児あり・１週間前まで�
電話にて受け付けします（ （

献血

広報 2007年 8月 28
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